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　 7月 5日㈯、鷲別保育所で運動会が開かれ、
同保育所の児童97人が、徒競走や障害物競争、
遊戯、組体操、玉入れ、大玉転がし、紅白リ
レーなど、18競技に参加しました。
　大玉転がしでは、大きな紅白のボールを転
がしながら笑顔で走る親子に、大きな声援が
送られていました。
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子
ど
も
の
成
長
に
は
、
外
で
思
い
切
り

体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
や
草
木
の
に
お

い
や
手
触
り
を
感
じ
る
な
ど
し
て
五
感
を

刺
激
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
遊
ぶ
場
所
に
は
車
が
通
ら
ず
、

広
い
空
間
が
あ
る
な
ど
、
安
全
が
確
保
さ

れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

公
園
に
は
そ
れ
ら
の
条
件
が
そ
ろ
っ
て

お
り
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
遊
ば
せ
、
健

全
な
発
達
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
高
齢
者
に
と
っ
て
も
、
適
度
な

運
動
や
外
へ
出
て
日
光
を
浴
び
る
こ
と
は
、

体
の
機
能
維
持
の
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

身
近
に
あ
る
公
園
な
ら
出
掛
け
る
際
の
負

担
に
も
な
り
に
く
く
、
気
軽
に
外
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

• 

緑
地
の
保
全
に
よ
り
良
好
な
都
市
環
境

を
保
ち
ま
す
。

• 

災
害
発
生
時
の
避
難
場
所
と
な
り
、
都

市
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

• 

市
民
同
士
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

と
な
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
・

文
化
活
動
な
ど
多
様
な
活
動
の
拠
点
と

な
り
ま
す
。

公
園
で
遊
ぼ
う

公
園
に
は

こ
ん
な
機
能
も
あ
り
ま
す

出掛けてみよう　出掛けてみよう　近所近所のの公園公園
特集特集

　木々の緑が濃くなり、外出が楽しみになる季節がやってきました。海や山に行くのも楽しい
ですが、もっと身近にある『公園』を、皆さんは利用していますか。
　市は、現在、市内に43カ所の都市公園を設置し、特徴的な遊具やウオーキングのコースなど
を整備しています。近所の公園をよく知って上手に活用すれば、普段の暮らしがもっと楽しく
なります。
　今号では、市内の特徴的な公園を紹介します。
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新川公園

川上公園

岡志別の森
運動公園

市民プール

幌別小学校

ＪＲ幌別駅

郷土資料館

青葉小学校

主な施設

主な施設

主な施設

川
上
公
園　
桜
木
町
５
丁
目

岡
志
別
の
森
運
動
公
園　
千
歳
町

新
川
公
園　
新
川
町
３
丁
目

遊
具

サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド

野
外
ス
テ
ー
ジ

野
球
場

駐
車
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

野
球
場

駐
車
場

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具

グ
ラ
ウ
ン
ド

　

広
い
芝
生
や
、
山
を
生
か
し
た
大
き

な
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
な
ど
が
あ
る
、
市

を
代
表
す
る
公
園
の
一
つ
で
す
。
桜
の

名
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
の
施
設
が
充
実
し
て
お
り
、

市
内
や
近
隣
市
町
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
、
健

康
増
進
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

丘
の
上
に
大

き
な
木
製
の
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
遊
具
が
あ
り
、

多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
元
気
よ

く
遊
ん
で
い
る

公
園
で
す
。

　

自
然
が
豊
か
で

い
ろ
い
ろ
な
遊
び

が
で
き
る
の
で
、

夏
は
毎
週
の
よ
う
に
来
て
い
ま
す
。
広
く

て
遊
具
も
充
実
し
て
い
る
の
で
、
元
気
の

あ
り
余
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
力
い
っ

ぱ
い
遊
べ
ま
す
。
子
ど
も
が
ど
こ
に
い
て

も
見
渡
せ
る
の
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

緑
が
多
く
、
良
い
環
境
の
中
で
体
を
動
か

せ
ま
す
。
人
工
芝
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
と
て

も
使
い
勝
手
が
良
く
、
設
備
が
整
っ
て
い
る

の
で
、
気
軽
に
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
ま
す
よ
。

大
おお

森
もり

　あゆみさん
　　　謙

けん

蔵
ぞう

くん（５）

　　　菜
な

緒
お

ちゃん（２）

たんぽぽサークルの
皆さん

利用者の

利用者の

ゆ

声

声
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亀田記念公園

富岸公園 陸上自衛隊
幌別駐屯地

若山浄化
センター

富岸小学校

イオン登別店

主な施設主な施設
富
岸
公
園　
富
岸
町
２
丁
目

亀
田
記
念
公
園　
富
岸
町
３
丁
目

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
遊
具

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

壁
打
ち
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

駐
車
場

水
遊
び
の
で
き
る
川

木
製
遊
具

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

駐
車
場

　

市
内
で
最
も
大
き
な
木
製

遊
具
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の

コ
ー
ト
な
ど
が
あ
り
、
休
み

の
日
に
は
多
く
の
利
用
者
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

春
に
は
桜
の
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
、
夏
は
川

で
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
る
な
ど
、
四
季
を
通
し
て
自

然
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
、
市
を
代
表
す
る

自
然
豊
か
な
公
園
で
す
。
管
理
棟
2
階
に
は
、

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

公
園
が
ま
ち
中
に
あ
り
と
て
も
便
利
で
、

天
気
が
良
い
日
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
遊
び
に

来
て
い
ま
す
。
小
さ
な
子
ど
も
が
遊
べ
る

遊
具
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
家
の
中
と
は
違

い
自
由
に
跳
ね
回
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
子
ど
も
が
と
て
も
気
に
入
っ
て

い
ま
す
。

　

緑
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
サ
ク
ラ

や
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
花
が
楽
し
め
る

の
で
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
は
川
で
の
水
遊
び
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

福
ふく

入
いり

　裕
ゆう

二
じ

さん

　　　永
と

遠
わ

くん（７）

梁
やな

川
がわ

　陽
よう

子
こ

さん

　　　翔
とう

真
ま

くん（１）

利用者の

利用者の

声

声
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　平成25年から始まった新しいイベントで
す。食と文化をテーマに、胆振・日高の各
地域と連携しながら、登別の魅力を発信し
ます。家族連れや高齢の方も楽しめる内容
となっています。

開催時期： 8月
開催場所：川上公園

　桜の時期に合わせて、縁日やフリーマー
ケットの露店が並びます。広場では和太鼓
やよさこいソーランの発表があり、毎年人
気の園芸市では、春の花々の苗が会場を彩
ります（開催年により内容が変わる場合が
あります）。

開催時期： 5月
開催場所：亀田記念公園

　公園は遊具などが設置されているだけではなく、さまざまなイベントの会場としても利用され
ています。イベント開催日には特に多くの人が集まり、普段の公園とは違う顔が見られます。

※ 今年開催の詳細については、今号30ペー
ジをご参照ください。

のぼりべつ 夏祭り
～いぶり食と文化の祭典～

公園での催しに遊びに行こう

グリーンフェスタ さくら祭り

　

市
は
、
安
全
で
快
適
な
公
園
の
機
能
を

保
つ
た
め
、
『
登
別
市
公
園
施
設
長
寿
命

化
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

全
43
カ
所
の
都
市
公
園
を
対
象
と
し
て
、

計
画
的
に
遊
具
な
ど
の
公
園
施
設
を
改

築
・
修
繕
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
安

全
点
検
を
行
う
な
ど
、
利
用
者
の
安
全
確

保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

公
園
は
多
く
の
方
が
共
同
で
利
用
す
る

場
所
で
す
。
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
公
園
を

利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

公
園
内
で
は
他
人
の
迷
惑
に
な
る
こ
と
や

危
な
い
こ
と
を
し
な
い
よ
う
、
お
互
い
に

気
を
付
け
、
楽
し
く
公
園
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
大
切
な
財
産
で
あ
る
公
園
の
施

設
を
良
い
状
態
に
保
つ
た
め
、
遊
具
の
破

損
な
ど
を
発
見
し
た
と
き
は
、
市
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

公
園
の
維
持
管
理

公
園
の
利
用
に
当
た
っ
て

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
・
公
園
グ
ル
ー
プ

（
☎
85
４
１
１
５
）
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楽
し
く
体
を
動
か
し
、
健
康
な
体
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。
集
ま
り
で
体
操
を
行
う
き
っ
か
け
づ

く
り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
体
を
動
か
す

　

〜
楽
し
く
動
い
て
、
体
力
や
足
腰
を
強
化
〜

　

サ
ロ
ン
や
町
内
会
で
役
立
つ
、
手
軽
に
で
き
る

体
操
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
体
操
を
し
た
い
方
へ

簡
単
に
楽
し
く
で
き

る
体
操
を
紹
介
。
ス

ト
レ
ッ
チ
や
脳
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
る

指
体
操
な
ど
を
行
い

ま
す
。

◎
運
動
が
苦
手
な
方
へ

体
や
頭
を
動
か
し
、

楽
し
く
健
康
づ
く
り

が
で
き
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介

し
ま
す
。

◎ 

年
齢
層
の
広
い
集
ま
り
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
へ

チ
ラ
シ
や
新
聞
紙
な
ど
身
近
に
あ
る
物
を
使
っ

て
、
大
人
数
で
も
楽
し
め
、
ア
レ
ン
ジ
も
可
能

な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

　

当
日
、
体
操
を

写
真
・
解
説
付
き

で
分
か
り
や
す
く

紹
介
し
た
体
操
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
お
渡

し
し
ま
す
。

◎
頭
を
使
う

　

〜
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
認
知
症
予
防
〜

少
し
難
し
い

指
の
動
き
で
、

脳
の
血
流
が

促
進
さ
れ
、

脳
の
活
性
化

に
つ
な
が
り

ま
す
。

膝
の
痛
み
改
善
、
つ

ま
ず
き
防
止
の
た
め
、

筋
力
を
強
化
し
ま
す
。

お
な
じ
み
の
曲
に
合

わ
せ
、
楽
し
く
体
を

動
か
し
ま
す
。

タ
オ
ル
を
使
い
ス
ト

レ
ッ
チ
を
し
ま
す
。

　

『
か
ろ
や
か
体
操
』
を
習
得
し
て

も
ら
い
、
町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
地
域
で
の
活
動
に
役
立
て
て
も
ら

う
た
め
の
講
座
で
す
。

場
所
・
日
時

定
員
：
各
50
人

持 

ち
物
：
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
動
き

や
す
い
服
装
と
靴

※ 

『
①
体
操
』
と
『
②
簡
単
な
体
操

と
レ
ク
』
は
内
容
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
両
方
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
詳
し
い
内
容
は
、
次
の
説

明
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

体
操

簡
単
な
体
操
と
レ
ク

1

2

かろやか体操学習会かろやか体操学習会

やってみよう！やってみよう！
 かろやか体操 かろやか体操

問い合わせ
高齢・介護グループ
（☎85５７２０）

　「サロンや老人クラブで使えるレクリエーションや体操が知りたい」、「自分の健康のために
何かしたい」、「楽しく健康づくりを始めたい」と考えたことのある方はいませんか。そんな方
は、ぜひかろやか体操学習会（指導者養成教室）、出張かろやか教室をご活用ください。

場所 ①体操 ②簡単な体操とレク
市民会館 9月 8日㈪ 9月10日㈬

婦人センター 10月 1 日㈬ 10月 3 日㈮
鷲別公民館 10月 6 日㈪ 10月 8 日㈬

※時間はいずれも10時～12時。
１回のみの参加も可能です。
楽しく学んで、自分たちでも
やってみよう。

タオル体操脳活性化の指体操 リズム体操 かろやか体操

6 やってみよう！かろやか体操



　

平
成
25
年
度
は
7
月
と
2

月
に
2
時
間
ず
つ
出
張
か
ろ

や
か
教
室
を
利
用
し
ま
し
た
。

　

毎
回
、
血
圧
測
定
や
間
違

い
探
し
、
こ
と
わ
ざ
当
て
な

ど
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な

る
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
『
熱

中
症
』
や
『
風
邪
予
防
』
を

テ
ー
マ
に
し
た
健
康
講
話
を

聞
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
講

話
の
内
容
は
、
事
前
に
電
話

で
市
職
員
と
相
談
し
、
そ
の

と
き
に
話
題
に
な
っ
て
い
る

こ
と
や
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
参

加
者
に
気
を
付
け
て
ほ
し
い

こ
と
な
ど
を
考
え
決
め
て
い

ま
す
。

　

脳
活
性
化
の
た
め
の
指
体

操
で
は
、
皆
さ
ん
難
し
い
指

の
動
き
に
苦
戦
し
な
が
ら
も

笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
楽
し
ん
で

行
っ
て
い
ま
す
。
教
室
の
最

後
に
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
体

操
を
行
う
こ
と
で
、
一
体
感

が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。

　

出
張
か
ろ
や
か
教
室
の
開
催
時
期
や
内
容
は
、

市
職
員
と
直
接
相
談
し
て
決
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
口
の
健
康
に
つ
い
て
話
を
聞

い
た
後
、
口
の
体
操
、
歌
、
指
体
操
な
ど
を
約
2

時
間
行
い
、
笑
う
こ
と
、
会
話
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
多
く
年
齢
層
も
広
い
た
め
、
体
操
な

ど
の
内
容
を
考
え
る
の
は
大
変
で
す
。
そ
ん
な
と

き
に
は
、
出
張

か
ろ
や
か
教
室

で
学
ん
だ
も
の

を
参
考
に
し
、

簡
単
な
指
体
操

や
足
の
運
動
を
、

サ
ロ
ン
の
参
加

者
に
合
わ
せ
て

内
容
を
変
え
な

が
ら
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
中
心
と
し
た

出
張
か
ろ
や
か

教
室
を
依
頼
し

て
お
り
、
楽
し

み
で
す
。

　

理
学
療
法
士
、
保
健
師
、
看
護
師

が
皆
さ
ん
の
集
ま
り
に
伺
い
、
一
緒

に
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
行
い
ま
す
。
町
内
会
で
の
会
合
や

サ
ロ
ン
な
ど
で
の
い
つ
も
の
活
動
に

加
え
、
体
操
や
健
康
講
座
な
ど
を
企

画
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
：
10
〜
30
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ 

時
間
：
30
分
〜
2
時
間
程
度

内
容
（
例
）
：

• 

リ
ズ
ム
体
操
〜
音
楽
に
合
わ
せ
て

楽
し
く
〜

• 

指
体
操
〜
脳
活
性
化
・
認
知
症
予

防
に
〜

•
ス
ト
レ
ッ
チ
〜
体
を
柔
軟
に
〜

• 

か
ろ
や
か
体
操
〜
足
腰
の
強
化

に
〜

• 

健
康
講
話
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
、
熱
中
症
予
防
な
ど
）

•
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

•
血
圧
測
定
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

な
か
よ
し
サ
ロ
ン
の
皆
さ
ん

出張かろやか教室出張かろやか教室

日時、場所、内容など、
お気軽にご相談ください。

～参加者の声～～参加者の声～
　

平
成
25
年

度
は
、
9
月

と
2
月
に
出

張
か
ろ
や
か

教
室
を
利
用

し
、
『
転
倒

予
防
と
か
ろ

や
か
体
操
』

『
病
気
予
防

と
体
操
』
を

テ
ー
マ
に
、

健
康
講
話
を

聞
い
た
り
、

体
力
測
定
や

体
操
を
体
験

し
た
り
し
ま

し
た
。
参
加

者
は
70
代
〜

80
代
の
方
が

多
く
、
足
腰

が
痛
い
と
い

う
方
も
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
ペ
ー
ス
で

体
験
で
き
、
「
い
い
運
動
に
な
っ
た
、
楽
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

リ
ズ
ム
体
操
や
指
体
操
は
自
分
た
ち
で
も
覚
え

て
、
普
段
の
活
動
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

４
丁
目
サ
ロ
ン
の
皆
さ
ん

7 やってみよう！かろやか体操



区　　分 収入月額
入居者または同居者に
障がいがある方
（障がいの程度に基準
があります）

214,000円
　　 以下

入居者が60歳以上で同
居者のいずれもが60歳
以上または18歳未満の
方
小学校就学前の子ども
がいる世帯

上記以外の方 158,000円
　　 以下

団地名 所在地 募集区分 住宅番号 階数・広さ（㎡） 家賃（円）

桜　　木 桜木町
4丁目 一般世帯

7－742 4 階・ 3 L D K（79.0） 26,000 ～ 51,100

7 －752 5 階・ 3 L D K（79.0） 26,000 ～ 51,100

8 －843 4 階・ 3 L D K（79.0） 26,300 ～ 51,600

8 －849 4 階・ 3 L D K（79.0） 26,300 ～ 51,600

柏　　葉 柏木町
4丁目 一般世帯

1－144 4 階・ 3 L D K（66.0） 17,500 ～ 34,500

3 －313 １階・ 3 L D K（66.0） 17,800 ～ 35,000

柏　　木 柏木町
１丁目 一般世帯

3－332 3 階・ 3 D K（61.1） 14,800 ～ 29,000

3 －336 3 階・ 3 D K（61.1） 14,800 ～ 29,000

4 －444 4 階・ 3 D K（61.1） 14,800 ～ 29,000

緑 ヶ 丘 常盤町
3丁目 一般世帯 2－254 5 階・ 3 L D K（69.1） 20,700 ～ 40,700

千　　歳 千歳町
１丁目 一般世帯 2－212 1 階・ 3 L D K（65.9） 18,100 ～ 35,600

幌 別 東 幌別町
8丁目

単身/一般 74R 2 －403 4 階・ 3 D K（54.4） 12,700 ～ 24,300

単身/一般 75R 7 －305 3 階・ 3 D K（52.9） 12,600 ～ 24,800

単身/一般 76R 1 －306 3 階・ 3 D K（58.8） 14,200 ～ 28,000

一般世帯 1－207 2 階・ 3 L D K（79.6） 27,400 ～ 53,800

登別温泉 登　別
温泉町

単身/一般 1－15 3 階・ 3 D K（58.8） 14,200 ～ 27,800

一般世帯 2－273 7 階・ 3 L D K（77.4） 25,200 ～ 49,500

見　　晴 登　別
温泉町 一般世帯 1－ 2 1 階・ 3 L D K（66.3） 17,000 ～ 33,500

※ 

収
入
月
額
は
、
世
帯
全
員
の
所
得

の
合
計
と
各
控
除
に
よ
り
計
算
し

ま
す
。

◇
申
込
資
格

① 

家
族
で
入
居
す
る
方
（
婚
約
中
の

場
合
を
含
む
）

②
持
ち
家
の
な
い
方

③ 

現
在
、
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

な
い
方

④ 

収
入
基
準
を
満
た
し
、
そ
れ
を
証

明
で
き
る
方

⑤
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

⑥ 

入
居
者
と
同
居
者
が
、
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
第
2
条
第
6
号
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方

◇
収
入
基
準

◇ 

申
込
方
法　

8
月
7
日
㈭
か
ら
建
築
住
宅
グ

ル
ー
プ
と
各
支
所
で
配
布
す
る

『
入
居
申
込
書
』
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

◇ 
受
付
日
時　

8
月
11
日
㈪
〜
15
日
㈮
9
時
〜
17

時
30
分

◇
抽
選
日
時
・
場
所

8
月
20
日
㈬
10
時
・
市
民
会
館

◇
鍵
渡
し
日
時
・
場
所

10
月
１
日
㈬
9
時
〜
16
時
30
分
・

建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ

• 

募
集
区
分
は
、
募
集
案
内
書
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

• 

入
居
希
望
が
募
集
戸
数
を
超
え
た

と
き
は
、
各
住
宅
番
号
ご
と
に
公

開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

• 

団
地
内
や
住
宅
内
で
、
犬
・
猫
な

ど
は
飼
え
ま
せ
ん
。

• 

入
居
資
格
審
査
は
、
抽
選
に
当
選

し
た
方
に
の
み
行
い
ま
す
。
こ
の

と
き
、
入
居
要
件
を
満
た
さ
な

か
っ
た
方
の
当
選
は
、
無
効
と
な

り
ま
す
。

平
成
平
成
2626
年
第
年
第
22
回回

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

問い合わせ　建築住宅グループ（☎85４３９９）

8 平成26年第 2回　市営住宅の入居者を募集します



平成25年度
住民基本台帳の閲覧状況を公表します

　住民基本台帳法第11条第 3項及び第11条の 2第12項、住民基本台帳の一部の閲覧及び住民票の写しの交
付に関する省令第 3条の規定に基づき、閲覧状況を公表します。

閲覧者氏名 閲覧事由（利用目的） 閲覧年月日 閲覧した住民の範囲

ＮＨＫ室蘭放送局
局長　三品　和広

6月全国個人視聴率調査
 （放送法第20条､ 第81条に定められた調査研
究・世論調査）

平成25年 5 月 9 日 青葉町・若山町
 14件

自衛隊札幌地方協力本部長
1等陸佐　藤本　憲司

自衛官募集
（自衛隊法第29条第 1項､ 同法第35条） 平成25年 5 月23日 市内全域

 455件

㈳中央調査社
会長　西澤　豊

NPO法人に関する世論調査
（内閣府大臣官房政府広報室） 平成25年 5 月29日 若草町

 12件

㈳中央調査社
会長　西澤　豊

飲酒と生活習慣に関する調査
（独立行政法人国立病院機構久里浜医療セン
ター）

平成25年 6 月19日 中央町
 25件

㈳中央調査社
会長　西澤　豊

第 6回メディアに関する全国世論調査
（公益財団法人　新聞通信調査会） 平成25年 6 月19日 富士町

 18件

㈳中央調査社
会長　西澤　豊

2013年新聞及びウェブ利用に関する総合調査
（内閣府大臣官房政府広報室） 平成25年 7 月12日 柏木町

 21件

㈱サンコー
代表取締役　寺西　保

平成25年度道民意識調査
（北海道総合政策部知事室） 平成25年 8 月21日 登別本町 

 10件

㈱ナビット
代表取締役　福井　泰代

市民の社会貢献に関する実態調査
（内閣府政策統括官） 平成25年 8 月28日 中央町 

 14件

㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

家族と地域における子育てに関する意識調査
（内閣府政策統括官） 平成25年 9 月10日 登別本町

 12件

㈳中央調査社
会長　西澤　豊

民法の成年年齢に関する世論調査
（内閣府大臣官房政策広報室） 平成25年 9 月19日 新川町

 13件

㈳中央調査社
会長　西澤　豊

アイヌ政策に関する世論調査
（内閣府大臣官房政策広報室） 平成25年10月 1 日 鷲別町

 12件

㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

教育と仕事に関する全国調査
（国立大学法人　東京大学　大学院教育学研
究科）

平成25年10月 3 日 桜木町
 20件

自衛隊札幌地方協力本部長
1等陸佐　藤本　憲司

自衛官募集
（自衛隊法第29条第 1項､ 同法第35条） 平成25年10月24日 市内全域

 214件

㈳中央調査社
会長　西澤　豊

平成25年度食育に関する意識調査
（内閣府政策統括官） 平成25年10月29日 柏木町

 12件

㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

生活意識に関するアンケート調査（第57回）
（日本銀行　情報サービス局） 平成25年11月28日 新生町

 15件

㈳中央調査社
会長　西澤　豊

社会意識に関する世論調査
（内閣府大臣官房政策広報室） 平成25年12月 6 日 鷲別町

 35件

㈱ビデオリサーチ
代表取締役社長　秋山　創一

2014年全国たばこ喫煙者率調査
（日本たばこ産業㈱） 平成25年12月10日 若草町

 20件

問い合わせ
市民サービスグループ（☎85１８５５）

9 平成25年度　住民基本台帳の閲覧状況を公表します



ごみ箱は設置していません
墓前の供物などは、カラスやキツネな
どが食い荒らし、お墓の周りを汚しま
すので、必ずお持ち帰りください。

富浦墓地・第二富浦墓地行き
亀田霊園行き 無料墓参バスを運行します

≪富浦墓地・第二富浦墓地行きバス時刻表≫≪富浦墓地・第二富浦墓地行きバス時刻表≫

≪亀田霊園行きバス時刻表≫≪亀田霊園行きバス時刻表≫

若草・幌別地区
停留所（乗り場） 時間

行　
　
　

き

上鷲別入口 10：00
旭ヶ丘団地 10：01
若草入口 10：02
若草中央 10：03
緑ヶ丘団地 10：04
千代の台団地 10：05
新生町１丁目 10：06
新生町 2丁目 10：07
富岸小学校前 10：08
登別若山営業所前 10：09
総合体育館前 10：11
桜木団地 10：13
緑町 2丁目 10：14
桜木町１丁目 10：15
（旧）阪井商店前※ 10：17
山本内科医院前※ 10：21
セイコーマート
登別中央店前※ 10：22

労働福祉センター前 10：25
千歳町 4丁目 10：26
富浦墓地※ 10：35
第二富浦墓地（葬斎場）※ 10：40

帰
り
第二富浦墓地（葬斎場）※ 11：35
富浦墓地※ 11：40

幌別・登別地区
停留所（乗り場） 時間

行　
　
　

き

明日中等前 10：00
西小学校前 10：01
市民会館前 10：02
幌別ホームストアー 10：03
社宅十字街 10：04
中央町 5丁目 10：05
幌別小学校前 10：06
東小学校前 10：08
ソーダー工場前 10：09
クリンクルセンター前 10：10
幸町 3丁目 10：12
すずらん団地 10：13
富浦駅前 10：15
登別駅前 10：20
登別 10：21
登別中学校前 10：22
登別小学校前 10：23
富浦墓地※ 10：25
第二富浦墓地（葬斎場）※ 10：30

帰
り
第二富浦墓地（葬斎場）※ 11：25
富浦墓地※ 11：30

美園・上鷲別・鷲別地区
停留所（乗り場） 時間

行　
　
　

き

札幌トヨタ上鷲別寮前※ 10：00
松木商店前※ 10：03
鷲別中学校前 10：08
鷲別小学校前 10：09
東鷲別 10：10
はまなす団地 10：11
帝国酸素 10：13
西富岸 10：14
富岸 10：16
開発局前 10：17
あかしや団地 10：19
幌別本町 10：23
市役所入口 10：24
富浦墓地※ 10：30
第二富浦墓地（葬斎場）※ 10：35

帰
り
第二富浦墓地（葬斎場）※ 11：30
富浦墓地※ 11：35

表の※は、道南バス
停留所以外の乗り場
です。

【行き】
富岸 2丁目バス停
（イオン登別店前）

① ８ 時30分 ⑤10時30分
② ９ 時00分 ⑥11時00分
③ ９ 時30分 ⑦11時30分
④10時00分 ⑧12時00分

【帰り】
亀田霊園

① ８ 時45分 ⑤10時45分
② ９ 時15分 ⑥11時15分
③ ９ 時45分 ⑦11時45分
④10時15分 ⑧12時30分

問い合わせ　市民サービスグループ（☎85２１３９）

8/13
㈬

10 無料墓参バスを運行します



　住民税非課税世帯の方は、市に申請すると『減額認定証』が交付され、医療機関などの窓口で提示す
ることで、入院や外来のときに一定額以上支払う必要がなくなり、入院時の食事代も減額されます。

　次の条件を満たす方は長期入院該当となり、申請した翌月から食事代の減額対象となります（１
食当たり210円が160円に減額されます）。
① 現在、区分Ⅱの限度額認定証を持っている、または、以前加入していた保険で減額認定証（70歳
以上の方は区分Ⅱの減額認定証）が交付されていた方
②過去12カ月の入院日数が90日を超える方
※ 以前加入していた保険で、減額認定証を交付されていた期間の入院日数が90日を超えている場合、
後期高齢者医療制度加入と同時に申請をすることにより、引き続き減額認定証（長期）が交付さ
れます。
※ 70歳以上の方は、減額認定（区分Ⅱ）を受けていた期間の入院日数のみ、長期入院認定の算定対
象となります。申請をする際は、減額認定証の有効期限などに注意してください。

問い合わせ
年金・長寿医療グループ
 （☎85２１３７）
北海道後期高齢者医療広域連合
 （☎011－290－5601）

『減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）』の
長期入院の算定対象が拡大しました

８月１日から ～ 後期高齢者医療の被保険者の皆さんへ ～

入院したときの食事代と医療費

区　　分 食事療養標準負担額
（１食）

外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

３割 現役並み所得者
260円

44,400円 80,100円＋
（医療費－267,000円）×1％

１割

一般 12,000円 44,400円

区分Ⅱ
90日までの入院 210円

 8,000円
24,600円

90日を超える入院 160円
区分Ⅰ 100円 15,000円

※療養病床では食費が異なります。

長期入院該当の方

申請に必要なもの
• 被保険者証、印鑑、入院日数を確認できるもの
（領収書など）
※ 以前加入していた保険で、限度額適用認定を受け
ていた期間の入院日数と、後期高齢者医療に加入
し限度額適用認定を受けた期間の入院日数を合算
して90日を超える場合、 領収書の他に前保険者の
減額認定証が必要になります。

児童扶養手当・特別児童扶養手当を
受給している方へ

受け付け場所
●子育てグループ
●出張受け付け
• 8月20日㈬10時～12時　
　登別温泉ふれあいセンター
• 8月21日㈭13時～16時
　鷲別公民館
• 8月22日㈮10時～12時
　婦人センター

問い合わせ　子育てグループ
 （☎85５６３４）

　児童扶養手当・特別児童扶養手当を受給している方は、現況届・
所得状況届の提出が必要です。必ず期間中に提出してください。
※各手当の受給者には手続き書類を郵送します。
※提出がない場合、 8月分以降の手当が支給停止となります。

●児童扶養手当受給者
8 月１日㈮～ 9月１日㈪
に『児童扶養手当現況届』
を提出

●特別児童扶養手当受給者
8 月11日㈪～ 9月10日㈬
に『特別児童扶養手当所
得状況届』を提出

11 後期高齢者医療の被保険者の皆さんへ
児童扶養手当・特別児童扶養手当を受給している方へ



◎
助
成
が
受
け
ら
れ
る
要
件

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方

① 

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方

② 

中
学
校
就
学
前
の
12
歳
以
下
の
方

③ 

主
た
る
生
計
維
持
者
の
所
得
が
制

限
額
以
内
で
あ
る
方

◎
負
担
内
容

•
一
般
世
帯　

１
割
負
担

通
院
（
月
額
上
限
）
１
万
2
千
円

入
院
（
月
額
上
限
）
4
万
4
千
400

円

• 

3
歳
未
満
ま
た
は
住
民
税
非
課
税

世
帯　

初
診
時
に
一
部
負
担
金

医
科
580
円
、
歯
科
510
円

※ 

小
学
校
就
学
中
の
児
童
は
、
入
院

と
指
定
訪
問
看
護
に
か
か
る
医
療

費
の
み
助
成
し
ま
す
。

◎
手
続
き
に
必
要
な
も
の

•
健
康
保
険
証

• 

主
た
る
生
計
維
持
者
の
所
得
課
税

証
明
書
（
公
簿
確
認
で
き
る
場
合

は
不
要
）

•
印
鑑

◎
助
成
が
受
け
ら
れ
る
要
件

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方

① 

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方

② 

次
の
い
ず
れ
か
の
障
が
い
の
あ
る

方
• 

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
お
り
、
身
体
障
害
者
障
害
程
度

等
級
表
１
級
、
2
級
ま
た
は
3
級

の
内
部
障
害
（
心
臓
、
じ
ん
臓
若

し
く
は
呼
吸
器
又
は
ぼ
う
こ
う
若

し
く
は
直
腸
、
小
腸
、
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
若
し

く
は
肝
臓
の
機
能
の
障
害
の
み
）

に
該
当
す
る
方

• 

知
的
障
が
い
が
あ
り
、
Ａ
判
定
の

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
。
ま
た
は
Ｉ
Ｑ
が
50
以
下
と
判

定
（
診
断
）
さ
れ
た
方

• 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
お
り
、
障
害
等
級
の

１
級
に
該
当
す
る
方

③ 

主
た
る
生
計
維
持
者
の
所
得
が
制

限
額
以
内
で
あ
る
方

※ 

65
歳
以
上
の
方
は
、
一
部
の
知
的

障
が
い
の
あ
る
方
を
除
き
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加
入
が
条

件
と
な
り
ま
す
。

◎
負
担
内
容

•
一
般
世
帯　

１
割
負
担

通
院
（
月
額
上
限
）
１
万
2
千
円

入
院
（
月
額
上
限
）
4
万
4
千
400

円
• 

3
歳
未
満
ま
た
は
住
民
税
非
課
税

世
帯　

初
診
時
に
一
部
負
担
金

医
科
580
円
、
歯
科
510
円
、
柔
道
整

復
・
鍼し

ん
き
ゅ
う灸
270
円

※ 

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
は
入
院

を
除
く
医
療
費
の
み
助
成
し
ま
す
。

◎
手
続
き
に
必
要
な
も
の

• 

健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者

医
療
受
給
者
証

• 

障
が
い
の
程
度
が
確
認
で
き
る
手

帳
ま
た
は
判
定
（
診
断
）
書

• 

主
た
る
生
計
維
持
者
や
対
象
者
の

所
得
課
税
証
明
書
（
公
簿
確
認
で

き
る
場
合
は
不
要
）

•
印
鑑

◎
助
成
が
受
け
ら
れ
る
要
件

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方

① 

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方

② 

家
庭
の
状
況
が
次
に
該
当
す
る
方

• 

母
・
父
親
…
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

の
親
で
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養

ま
た
は
監
護
し
て
い
る
方

• 

児
童
…
右
記
に
該
当
す
る
親
に
扶

養
・
監
護
さ
れ
て
い
る
20
歳
未
満

の
児
童
ま
た
は
両
親
の
死
亡
、
行

方
不
明
な
ど
に
よ
り
他
の
家
庭
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
未
満
の
児

童
③ 

主
た
る
生
計
維
持
者
の
所
得
が
制

限
額
以
内
で
あ
る
方

◎
負
担
内
容

• 

一
般
世
帯　

１
割
負
担

通
院
（
月
額
上
限
）
１
万
2
千
円

入
院
（
月
額
上
限
）
4
万
4
千
400

円
• 

3
歳
未
満
ま
た
は
住
民
税
非
課
税

世
帯　

初
診
時
に
一
部
負
担
金

医
科
580
円
、
歯
科
510
円
、
柔
道
整

復
・
鍼
灸
270
円

※ 

親
は
入
院
と
指
定
訪
問
看
護
に
か

か
る
医
療
費
の
み
助
成
し
ま
す
。

◎
手
続
き
に
必
要
な
も
の

•
健
康
保
険
証

• 

主
た
る
生
計
維
持
者
や
対
象
者
の

所
得
課
税
証
明
書
（
公
簿
確
認
で

き
る
場
合
は
不
要
）

•
印
鑑

◇ 

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
次

の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

① 

入
院
す
る
と
き
は
、
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
か
ら
『
限
度
額
適
用

認
定
証
』
ま
た
は
『
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
』

の
交
付
を
受
け
、
保
険
証
・
受
給

者
証
と
一
緒
に
病
院
の
会
計
窓
口

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
な
ど
か

ら
『
高
額
療
養
費
、
高
額
介
護
合

算
療
養
費
お
よ
び
災
害
共
済
給
付

金
』
の
支
給
が
あ
っ
た
と
き
は
、

必
ず
年
金
・
長
寿
医
療
グ
ル
ー
プ

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

③ 

学
校
や
保
育
所
な
ど
の
管
理
下
で

負
傷
し
、
医
療
機
関
な
ど
で
受
診

し
た
と
き
（
医
療
費
総
額
が
5
千

円
以
上
）
は
、
学
校
な
ど
を
通
じ

て
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
独
立

行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ

ン
タ
ー
の
災
害
共
済
給
付
が
適
用

さ
れ
ま
す
の
で
、
受
給
者
証
は
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
受
給
者
証
を
使
用
し
災
害

共
済
給
付
が
適
用
さ
れ
た
と
き
は
、

必
ず
年
金
・
長
寿
医
療
グ
ル
ー
プ

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◇
更
新
に
つ
い
て

　

受
給
資
格
を
お
持
ち
の
方
で
、
8

月
以
降
も
引
き
続
き
医
療
費
の
助
成

が
受
け
ら
れ
る
方
に
は
、
新
た
な
受

給
者
証
を
7
月
下
旬
に
郵
送
し
て
い

ま
す
。

問い合わせ
年金・長寿医療
グループ

（☎85２１３７）

医
療
費
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
年
金
・
長
寿
医
療

グ
ル
ー
プ
ま
た
は
各
支
所
で
申
請
し
、
受
給
者
証
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
、
あ
ら
た
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

12 医療費助成制度のお知らせ



登別市・室蘭市の医療機関の場合

▼  対象　40歳以上の市民で過去に肝炎ウイルス検査
を受診していない方　
※今年度対象年齢に達する方も対象です。

▼日時　随時病院で受付
※対象病院については問い合わせください。

▼  検査内容　問診、Ｂ型肝炎ウイルス検査、Ｃ型肝
炎ウイルス検査

▼  受診料　1,100円（国民健康保険、後期高齢者医
療制度、生活保護、市民税非課税世帯、無料クー
ポン券対象者の方は無料）
※ 検査結果によって、追加検査が必要となる場合が
あります。

▼問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）

室蘭保健所の場合

▼  日時　毎月 2回（詳しくは月～金曜日の
9時～17時に問い合わせください）

▼  検査内容　問診、Ｂ型肝炎ウイルス検査、
Ｃ型肝炎ウイルス検査

▼  受診料　輸血や臓器移植を受けている方、
フィブリノゲン製剤、輸入非加熱血液凝
固因子製剤を投与された方、予防接種法
に基づく定期の予防接種を集団接種され
た方など、感染の可能性が疑われる方は
無料で検査を受けられます。その他の方
は問い合わせください

▼問い合わせ　室蘭保健所（☎㉒１００９）

　肝炎は、病状が進行するまで自覚症状が現れないことが多く、放っておくと慢性肝炎や
肝硬変、肝がんなどへ進行しますが、早期発見・早期治療によって悪化を防ぐことができます。
　ぜひ、この機会に検診を受診し、予防に努めましょう。

　北海道は、先天性風しん症候群予防のため、主に
妊娠を希望する出産経験のない女性を対象に風しん
抗体検査料を助成します。

▼  対象　市内に居住する方で次のいずれかに該当す
る方

①妊娠を希望する出産経験のない女性
② ①に該当し、かつ、抗体のできない女性の配偶者
（事実上婚姻関係のある方も含む）や同居者

③ 抗体価の低い妊婦の配偶者や同居者（『過去に風
しん抗体検査を受けた』、『過去に風しんの予防
接種を受けている』、『検査により風しんと判断
されたことがある』方は除きます）

▼助成金額　•ＥＩＡ法　6,690円
　　　　　　•ＨＩ法　5,250円
※どちらかの検査方法で１回のみ助成します。
※助成は指定した協力医療機関での検査が対象です。

▼実施期間　平成27年 3 月31日㈫まで
※詳しくは問い合わせください。

▼問い合わせ　室蘭保健所（☎㉔９８４６）

早期発見・早期治療が大切です
肝炎ウイルス検査を受診しましょう

風しん抗体検査料を助成します
周波数84.2メガヘルツ　
室蘭まちづくり放送㈱（☎841662）

▼市からのお知らせ特大号『防災』
　 8月28日㈭　17時30分

▼市からのお知らせ
月・木曜日（各日 2回） 7時57分、17時51分

▼問い合わせ　企画調整グループ（☎856586）

　『のぼまが』に登録すると、市内のおでかけ
情報などが月に１度メールで配信されます。

▼  登録方法　nobomaga@ml. nis 
hi-iburi.jpにメールを送り、自動
返信されるメールに記載されてい
るURLをクリックしてください

▼問い合わせ　企画調整グループ（☎856586）

　　　　　　  で
市からのお知らせを放送しています

登別メールマガジン
『のぼまが』をご利用ください

13 肝炎ウイルス検査を受診しましょう・風しん抗体検査料を助成します



7/
12･13

　

10
月
か
ら
、
外
国
人
旅
行
者
な
ど
が
日
本
国
内

で
買
い
物
を
し
た
場
合
に
消
費
税
が
免
除
さ
れ
る

品
目
が
拡
大
し
ま
す
。
こ
の
制
度
の
改
正
に
先
立

ち
、
6
月
26
日
㈭
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
『
外
国
人

旅
行
者
向
け
消
費
税
免
税
制
度
に
関
す
る
説
明
会
』

（
市
、
登
別
商
工
会
議
所
主
催
）
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

市
内
外
の
事
業
者
な
ど
約
40
人
が
参
加
し
、
新

し
い
制
度
や
必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
よ
う
と
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

外
国
人
旅
行
者
向
け
消
費
税
免
税
制
度
に

関
す
る
説
明
会

外
国
人
向
け
の
販
売
に

新
た
な
道
筋

▲制度について理解を深める参加者

　

7
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
の
2
日
間
、
登
別
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
で
『
わ
く
わ
く
広

場
の
ぼ
り
べ
つ
』
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
空
の
下
、
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
オ
ニ
ッ
コ
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
と
と

も
に
開
幕
。
温
泉
が
流
れ
る
プ
ー
ル
の
『
Ｓス

パ
Ｐ
Ａ
！
ス
ラ
イ
ダ
ー
』
や
『
科
学

実
験
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』
で
は
、
子
ど
も
の
笑
い
声
が
絶
え
ず
、
露
店
や
内
モ

ン
ゴ
ル
の
名
物
を
売
る
ブ
ー
ス
に
も
多
く
の
市
民
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
英
語
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

浴
衣
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る

『
大
ビ
ン
ゴ
大
会
』
で
イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

ビ
ン
ゴ
大
会
で
当
た
っ
た
賞
品
を
手
に
抱
え
帰
路
に
つ
く
子
ど
も
は
、
夏
の

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
だ
、
充
実
の
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
広
場
の
ぼ
り
べ
つ

わ
く
わ
く
広
場
の
ぼ
り
べ
つ

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で

夏
の
幕
開
け

▲浴衣クイーンコンテスト

▲開幕を飾ったオニッコマーチングバンド

　

7
月
4
日
㈮
、
市
民
会
館
で
『
平
成
26
年
度
登
別
市

デ
ン
マ
ー
ク
友
好
都
市
中
学
生
派
遣
交
流
団
』
の
結
団

式
（
市
主
催
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
派
遣
は
、
8
月
11
日
㈪
〜
18
日
㈪
の
間
で
、
市

内
の
中
学
生
9
人
が
友
好
都
市
で
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
王

国
の
フ
ァ
ボ
ー
・
ミ
ッ
ド
フ
ュ
ン
市
を
訪
れ
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
通
じ
て
異
文
化
を
体
験
し
、
現
地
の
方
と
の

交
流
を
深
め
る
も
の
で
す
。

　

生
徒
の
一
人
は
、
「
デ
ン
マ
ー
ク
の
街
並
み
を
見
て
、

異
文
化
を
体
験
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
る
な
ど
、
新

た
な
体
験
へ
の
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

登
別
市
デ
ン
マ
ー
ク
友
好
都
市
中
学
生
派
遣
交
流
団

こ
れ
か
ら
出
会
う
体
験
に

胸
を
膨
ら
ま
せ

▲ 一人ずつ派遣の抱負を述べる生徒たち

7
 4

6
 26
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▲講師の話を聞く参加者の皆さん

7
 13

　

7
月
6
日
㈰
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
『
リ
サ
イ

ク
ル
ま
つ
り
’14
イ
ン
登
別
・
白
老
』
（
登
別
市
・
白
老

町
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
に

関
す
る
普
及
啓
発
の
た
め
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
天

候
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
約
2
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
工
作
や
釣
り
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
た
い
肥
が
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
子
ど
も

も
大
人
も
、
環
境
に
配
慮
し
た
催
し
を
思
い
思
い
に
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

7
月
13
日
㈰
、
郷
土
資
料
館
で
、
『
笹
舟
あ
そ
び
と

そ
ー
め
ん
流
し
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
、
親
子
34
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
流
し
そ
う
め
ん
を
体
験
し
た
子
ど
も
は
、
う

ま
く
す
く
い
取
れ
る
と
う
れ
し
そ
う
な
顔
で
そ
う
め
ん

を
食
べ
、
「
お
い
し
い
！
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

お
母
さ
ん
と
参
加
し
た
渡わ

た

邊な
べ

有あ
り

佳か

さ
ん
（
5
歳
）
は
、

「
笹
舟
を
作
る
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
川
で
う
ま
く

流
れ
た
の
で
う
れ
し
い
で
す
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

笹
舟
あ
そ
び
と
そ
ー
め
ん
流
し

リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
’14
イ
ン
登
別
・
白
老

夏
を
涼
し
く

楽
し
も
う
！

リ
サ
イ
ク
ル
を

楽
し
く
学
ぶ

▲ 流しそうめんを楽しむ子どもた
ち

▲ 流れる笹舟を追いかける子ども
たち

▲人気を博したフリーマーケットの会場

7
 6

　

7
月
13
日
㈰
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
、
地
域
の
自

立
経
営
モ
デ
ル
の
構
築
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
木き

の

下し
た

斉ひ
と
し

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
た
『
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
セ
ミ
ナ
ー
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
、
市
民
や
市
職

員
、
合
わ
せ
て
31
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、
住
民
が
主
体
者
と
な
り
ま
ち
づ
く
り
を

成
功
さ
せ
た
全
国
各
地
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
は
、
参
加
者
が
発
表
し
た
特
技
や
技
術
を

ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
か

を
話
し
合
う
な
ど
、
自
ら
が
ま
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

「
誰
か
」
で
は
な
く

「
自
分
」
か
ら
始
め
る
7
 13
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スマートフォンで
動画を再生できます
１．GooglePlay・App
　　Storeから無料アプリ
　　『junaio』をダウン
　　ロード

２．必ずこのＱＲ
　　コードをスキャン

３．この左の写真に
　　スマートフォンをかざす
　　



人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る  

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
19
回

　

災
害
時
に
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
求
め
る

支
援
へ
の
対
応
や
妊
産
婦
、
乳
幼
児
、
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
を
行

う
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
防
災
体
制
づ

く
り
を
行
い
、
実
践
の
た
め
の
訓
練
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

実
際
に
、
日
頃
か
ら
男
女
双
方
の
視
点

を
取
り
入
れ
て
訓
練
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

『
誰
も
が
個
性
を
生
か
し
、
能
力
を
発

揮
で
き
る
社
会
』
で
あ
る
男
女
共
同
参
画

社
会
。
多
発
す
る
災
害
に
立
ち
向
か
う
た

め
、
男
女
を
問
わ
ず
、
多
様
な
人
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
持
つ
力
を
防
災
に
役
立
て
る
こ

と
が
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
各
年
代
層
の
男

女
が
力
を
合
わ
せ
て
地
域
活
動
に
取
り
組

み
、
男
女
が
共
に
助
け
合
う
防
災
体
制
づ

く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

男
女
が
と
も
に
助
け
合
う

男
女
が
と
も
に
助
け
合
う

　
　
　
　
　

防
災
体
制
づ
く
り
を
目
指
そ
う
！

　
　
　
　
　

防
災
体
制
づ
く
り
を
目
指
そ
う
！

方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画

男
女
双
方
の
視
点
を

　
　

取
り
入
れ
た
防
災
体
制
づ
く
り

　

男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
暮
ら
し
の
視
点

は
、
防
災
活
動
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
双
方
の
視
点
を

取
り
入
れ
る
に
は
、
地
域
の
自
主
防
災
組

織
や
町
内
会
な
ど
、
方
針
を
決
定
す
る
場

に
女
性
も
加
わ
り
、
男
女
が
共
に
防
災
の

担
い
手
と
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
日
頃
か
ら
女
性
も
防
災
や
災
害

対
応
の
担
い
手
と
し
て
意
見
を
述
べ
、
活

動
に
参
加
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

中央レクリエーションダンスサークル
　

『
中
央
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
』
は
、
『
公
民
館
講
座
』

（
市
主
催
）
に
参
加
し
た
方
が
た
が
、

講
座
終
了
後
も
ダ
ン
ス
を
続
け
よ
う

と
結
成
し
、
こ
と
し
創
立
30
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　

同
サ
ー
ク
ル
で
は
、
現
在
86
人
の

メ
ン
バ
ー
が
毎
月
3
・
4
回
、
10
時

〜
12
時
に
市
民
会
館
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
ダ
ン
ス
の
指
導
資
格
を
持
つ

メ
ン
バ
ー
が
曲
を
紹
介
し
、
こ
れ
ま

で
700
曲
以
上
を
踊
っ
て
き
ま
し
た
。

　

代
表
の
平ひ

ら

賀が

玲れ
い

子こ

さ
ん
は
「
激
し

い
運
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
曲
に

合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
の
で
、
健
康

の
た
め
に
な
り
ま
す
。
ダ
ン
ス
は
暮

ら
し
に
適
度
な
緊
張
感
と
刺
激
を
与

え
て
く
れ
ま
す
よ
」
と
、
活
動
の
魅

力
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
員
同
士
の
交
流
や
お
し
ゃ
べ
り

の
た
め
来
て
い
る
方
も
い
る
と
い
う

同
サ
ー
ク
ル
で
は
、
年
に
2
回
の

パ
ー
テ
ィ
ー
と
、
温
泉
に
宿
泊
し
て

の
交
流
会
も
あ
り
、
親
睦
を
深
め
て

い
ま
す
。

　

「
仲
間
に
恵
ま
れ
、
30
年
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
無
理
を
せ
ず
、
健
康
維
持
を
目
的

に
、
長
く
活
動
を
続
け
た
い
で
す
」

と
、
平
賀
さ
ん
は
抱
負
を
語
り
ま
す
。

　

3
年
前
か
ら
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し

て
い
る
平ひ

ら

賀が

泉い
ず
み

さ
ん
は
「
毎
月
新
し

い
曲
の
練
習
を
す
る
の
で
、
体
だ
け

で
な
く
頭
の
体
操
に
も
な
り
ま
す
。

世
代
の
違
う
人
と
の
交
流
も
楽
し
み

の
ひ
と
つ
な
の
で
、
ぜ
ひ
若
い
方
に

参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

見
学
を
希
望
す
る
方
は
、
平
賀
玲

子
さ
ん
（
☎
85
4
7
3
5
）
ま
で
。 ▲曲に合わせてダンスを楽しむ皆さん

ダンスは暮らしに適度な
緊張感と刺激を与えてく
れます

問
い
合
わ
せ

　

総
務
グ
ル
ー
プ

 

（
☎
85
１
１
３
０
）
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▲ 昨年の『第１回のぼりべつ夏祭り』
の様子

　

「
今
年
、
第
2
回
目
と
な
る
『
の
ぼ

り
べ
つ
夏
祭
り
』
は
、
近
隣
の
市
町
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
い
た
だ
く

た
め
に
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
多
彩
に
し
よ

う
と
、
昨
年
に
続
き
胆
振
の
ご
当
地
グ

ル
メ
を
集
め
た
『
い
ぶ
り
マ
ル
シ
ェ
』

の
ほ
か
、
日
高
の
物
産
を
扱
っ
た
『
ｎニ

ｉッ

タ

ン

ｔ
ｔ
ａ
ｎ
マ
ル
シ
ェ
』
が
新
た
に
加

わ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
地
獄
谷
で

し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
鬼
花

火
も
特
別
開
催
し
ま
す
の
で
、
あ
の
迫

力
を
ぜ
ひ
『
の
ぼ
り
べ
つ
夏
祭
り
』
で

も
体
感
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
す
西
尾
拓
也
さ
ん
。

　

西
尾
さ
ん
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
通
し
、
信
頼
関
係
や
地
区
同
士
の

つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る

と
話
し
ま
す
。　

　

「
市
内
で
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
あ

る
と
き
は
、
地
区
の
垣
根
を
越
え
て
互

い
に
助
け
合
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
協
力
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
普
段
か

ら
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
難

し
い
も
の
で
す
。
今
回
の
夏
祭
り
も
そ

う
い
っ
た
多
く
の
力
に
よ
り
形
作
ら
れ

て
い
て
、
あ
り
が
た
さ
と
活
力
を
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
区
同
士
の

つ
な
が
り
を
よ
り
一
層
強
め
、
大
切
に

　

西
尾
さ
ん
が
、
多
く
の
方
と
協
力
し

な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
理
由
は
、

登
別
の
未
来
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。

　

「
今
回
の
夏
祭
り
で
は
、
特
に
小
さ

い
子
ど
も
た
ち
に
地
元
の
お
祭
り
で
楽

し
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
将
来
、
登
別
の
未
来
を

担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
、
地
元
へ

の
愛
着
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

か
ら
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な

っ
た
と
き
、
登
別
市
の
将
来
を
よ
り
良

い
も
の
に
し
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
ね
」

　

自
身
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
通
じ
て
、

登
別
を
活
気
の
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
き

た
い
、
と
の
思
い
を
持
つ
西
尾
さ
ん
。

8
月
の
夏
祭
り
開
催
に
向
け
、
日
々
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

市
民
の
力
が
集
結
し
た

夏
祭
り

子
ど
も
た
ち
の
記
憶
に
残
る

夏
祭
り
を

西
にし

尾
お

拓
たく

也
や

さん（若山町）

　登別をはじめ、胆振地域が誇る食や文
化の魅力発信をテーマに、市民有志が実
行委員会を立ち上げ、昨年から始まった
『のぼりべつ夏祭り』。同祭りは、今年
も 8月 9日㈯・10日㈰の 2日間、川上公
園を会場に開催され、多彩な催しが行わ
れます。
　今回は、同夏祭りの運営の先頭に立つ、
実行委員長の西尾拓也さんに、その取り
組みやまちづくりに対する思いを聞きま
した。

夏祭りを通じて地元
への愛着を感じてほ
しい

昭和47年、室蘭市生まれ。42歳。
室蘭市内の高校を卒業後、環境衛生関連企業に就職。平成 6
年、クリーンビル開発㈱（千歳町）に入社し、現在は同社の
代表取締役を務める傍ら、のぼりべつ夏祭り実行委員長をは
じめ、まちづくり団体『のぼりべつ元

げん

鬼
き

協議会』の会長を務
めるなど、まちづくり活動に積極的に携わっている。
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＝
日
時　

＝
場
所　

＝
対
象　

＝
内
容　

＝
定
員　

＝
費
用　

＝
持
ち
物　

＝
問
い
合
わ
せ　

＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
　

く
ら
し
と

住
ま
い

問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・

☎85 2 9 5 8 ）

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１
枚160円）』を貼って出してください。

　（１回につき 5品まで）

月の粗大ごみ収集９
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）

※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話のかけ間違いに十分注意してください。

北
海
道
運
輸
局

 

（
☎
011

－

290

－

2
7
2
5
）

○ 露店などの開設に係る
届け出
　対象火気器具を使用す
る露店などを開設する場
合は、届け出が必要です。
〇指定催しの指定
　市は、１日当たりの人
出予想が10万人以上で、
露店などが100店以上出店
する大規模な屋外の催し
を『指定催し』として指
定します。
　『指定催し』として指
定された場合、主催する
方は防火担当者を定め、
火災予防上の業務計画を
作成しなければなりませ
ん。

※改正後の条例は、 8月１日㈮からの施行となります。
問い合わせ　消防本部総務グループ（☎85９６１１）

や
め
よ
う
動
物
虐
待

優
良
運
輸
事
業
者
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

毎
週
木
曜
日
は
、
19
時
ま
で

住
民
票
な
ど
の
手
続
き
が

で
き
ま
す

火災予防条例の一部を改正しました

総合体育館の長期休館

電
話
予
約
で
土
曜
日
に

証
明
書
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す

グ
リ
ー
ン
デ
ー
タ
バ
ン
ク

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

動
物
を
虐
待
す
る
と
、
法
律
で
罰

せ
ら
れ
ま
す
。

• 

み
だ
り
に
傷
つ
け
た
場
合　

１
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
100
万
円
以
下

の
罰
金

• 

み
だ
り
に
餌
や
り
や
給
水
を
や
め

て
衰
弱
さ
せ
た
場
合　

50
万
円
以

下
の
罰
金

• 

愛
護
動
物
を
遺
棄
し
た
場
合　

50

万
円
以
下
の
罰
金

環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

　

北
海
道
運
輸
局
は
、
優
良
運
輸
事

業
者
の
利
用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
北
海
道
運
輸
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

）、

市
役
所
１
番
窓
口

 

戸
籍
、
住
民
票
（
異
動
届
を
含
む

　

印
鑑
登
録
証
明
関
係

市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

 

（
☎
85
1
8
5
5
）

○消火器の準備
　屋内・屋外を問わず、
次の対象火気器具などを
使用する催しなどには業
務用消火器（ＡＢＣ）の
準備が必要です。
• 液体燃料を使用する器
具（自家用発電機、石
油ストーブなど）
• 気体燃料を使用する器
具（ガスコンロ、ガス
ストーブなど）
• 固体燃料を使用する器
具（かまど、炭火コン
ロなど）
• 電気を熱源とする器具
（電気コンロ、電気ス
トーブなど）

　総合体育館は大規模改修工
事に伴い、長期休館します。
期 間　平成27年7月上旬～平
成28年１月下旬

問 い合わせ　社会教育グルー
プ（☎88１１２９）

▼ 
予
約
受
け
付
け　

毎
週
金
曜
日
9

時
〜
17
時
（
祝
日
の
と
き
は
そ
の

前
日
）

▼ 

受
取
日
時　

予
約
受
け
付
け
の
翌

土
曜
日
9
時
〜
12
時

市
役
所
宿
直
室

 

住
民
票
の
写
し
（
本
人
・
同
一
世

帯
の
も
の
）
、
印
鑑
登
録
証
明
書

（
本
人
の
も
の
）

市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

 

（
☎
85
1
8
5
5
）

　

家
庭
で
育
て
ら
れ
な
く
な
っ
た
樹

木
や
花
な
ど
を
登
録
し
、
希
望
す
る

方
に
無
料
で
提
供
す
る
制
度
で
す
。

※ 

掘
り
起
こ
し
や
運
搬
な
ど
は
、
受

け
取
る
方
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

都
市
計
画
・
公
園
Ｇ

 

（
☎
85
4
1
1
5
）

地　区 収集期間 申込期間

幌別町 9月 1日㈪～
9月 6日㈯

8月18日㈪～
8月29日㈮

中央町 9月 8日㈪～
9月13日㈯

8月25日㈪～
9月 5日㈮

千歳町 9月15日㈪～
9月20日㈯

9月 1日㈪～
9月12日㈮

青葉町、緑町、
鉱山町、川上町

9月22日㈪～
9月27日㈯

9月 8日㈪～
9月19日㈮

カルルス町、上登別町、
登別温泉町、中登別町

9 月29日㈪～
10月 4 日㈯

9月16日㈫～
9月26日㈮

登録されている樹木
番号 名称 高さ 葉張 数量

1 シャクナゲ 1.8㍍ 1.0㍍ １本

2
ツツジ

1.0㍍ 1.5㍍ 2 本

3 1.8㍍ 1.0㍍ 2 本

4 サツキ 0.5㍍ 0.5㍍ 5 本
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福　

祉

計
画
・
税

財
政

市
民
会
館

※ 

戦
没
者
の
遺
族
の
方
で
、
出
席
案

内
の
通
知
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、

8
月
15
日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

社
会
福
祉
Ｇ
（
☎
85
1
9
1
1
）

原
爆
の
日
）
、
9
日
㈯
11
時
2
分

（
長
崎
市
原
爆
の
日
）
、
15
日
㈮

12
時
（
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を

祈
念
す
る
日
）

社
会
福
祉
Ｇ
（
☎
85
1
9
1
1
）

す
。

　

納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

税
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
5
5
）

浄
化
槽
法
第
11
条
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

道
路
の
異
常
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

平
和
を
祈
っ
て
黙
と
う
を

お
願
い
し
ま
す

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

登
別
市
戦
没
者
追
悼
式

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

終
戦
後
の
引
揚
者
へ
の

通
貨
や
証
券
な
ど
の
返
還

　

こ
の
検
査
は
、
浄
化
槽
の
保
守
点

検
と
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
、
浄
化
槽
の
機
能
が
正
常
に
維
持

さ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
る
た
め
の
も

の
で
す
。
浄
化
槽
の
管
理
者
に
は
定

期
的
な
保
守
点
検
・
清
掃
と
は
別
に
、

年
１
回
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

　

道
路
に
穴
が
あ
い
て
い
る
、
排
水

溝
の
ふ
た
が
壊
れ
て
い
る
な
ど
、
道

路
の
異
常
に
気
が
付
い
た
と
き
は
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

 

土
木
Ｇ
（
☎
85
3
2
6
0
・
夜
間

☎
85
2
1
1
1
）

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第

2
期
）
の
納
期
限
は
9
月
１
日
㈪
で

　

原
爆
死
没
者
と
戦
争
犠
牲
者
を
追

悼
し
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
確
立
を

祈
念
す
る
た
め
、
消
防
署
と
各
消
防

支
署
な
ど
で
１
分
間
、
サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
し
ま
す
。

 

8
月
6
日
㈬
8
時
15
分
（
広
島
市

　

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

3
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収

第
2
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
（
普
通
徴
収
第
2
期
）
の
納
期
限

は
9
月
１
日
㈪
で
す
。

　

納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

 

国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
85
1
7
7

1
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
85
5

7
2
0
）
、
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

（
☎
85
2
1
3
7
）

　

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
追
悼
の
意

を
表
し
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い

ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

8
月
19
日
㈫
10
時

8
月
5
日
㈫

10
時
〜
13
時
・
ア
ー
ニ
ス

14
時
30
分
〜
15
時
30
分
・
恵
愛
病

院健
康
推
進
Ｇ
（
☎
85
0
1
0
0
）

　

戦
後
に
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
き

た
方
が
た
が
上
陸
地
の
税
関
や
海
運

局
へ
預
け
た
、
ま
た
は
樺
太
や
満
州

か
ら
の
帰
国
前
に
領
事
館
な
ど
に
預

け
た
通
貨
や
証
券
を
お
返
し
し
て
い

ま
す
。

　

返
還
請
求
は
家
族
の
方
も
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

室
蘭
税
関
支
署
（
☎
㉒
7
2
0
1
）

▼パック料金 （単位：円）

区　分 乗車区間 運賃＋入館料
通常料金 パック料金

一　般
鷲別方面、
登別方面～
市民プール

1,120 900
65歳以上 920 700
高校生 820 600
中学生 720 500
小学生 420 300
一　般

登別温泉方面～
市民プール

1,420 1,000
65歳以上 1,220 800
高校生 1,120 700
中学生 1,020 600
小学生 560 350

『市民プールバスパック』を『市民プールバスパック』を
ご利用くださいご利用ください

　市民プール行きの往復バス料金と入館料を合わせた
『市民プールバスパック』を販売しています。

▼バス利用区間
◎千代の台線　上鷲別入口～市民プール前
◎登別室蘭線
•鷲別・上鷲別入口～クリンクルセンター前
•汐見坂～クリンクルセンター前
•登別温泉ターミナル～クリンクルセンター前

▼  パック券販売所　市民プール、鷲別公民館、市役所
内母子会売店、市民会館、道南バス若山営業所、道
南バス登別温泉ターミナル、川西燃料店

※ 鷲別方面は鷲別・上鷲別入口、登別方面は汐見坂、
登別温泉方面は登別温泉ターミナルを起点とします。
※ パック券の利用は、市内からの乗車に限ります。バ
スを乗り継ぐ場合は、利用できません。
問い合わせ　社会教育グループ（☎88１１２９）
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＝
日
時　

＝
場
所　

＝
対
象　

＝
内
容　

＝
定
員　

＝
費
用　

＝
持
ち
物　

＝
問
い
合
わ
せ　

＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

雇
用
・
労
働

そ
の
ほ
か
の

お
知
ら
せ

募　

集

 

家
畜
の
取
引
に
関
す
る
法
令
、
品

種
、
特
徴
、
悪
癖
、
機
能
障
害
、

疾
病
に
関
す
る
講
習

 

農
林
水
産
Ｇ
備
え
付
け
の
願
書
を

9
月
5
日
㈮
ま
で
に
提
出

農
林
水
産
Ｇ
（
☎
85
2
3
2
1
）

同
財
団
（
☎
88
1
1
1
6
）

を
図
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

10
月
17
日
㈮
〜
19
日
㈰

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

 

3
千
500
円
（
交
流
会
に
参
加
す
る

場
合
は
8
千
500
円
）

※ 

詳
し
く
は
、
同
会
議
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

 

（
☎
85
2
1
3
9
）

第
2
回
無
料
就
職
セ
ミ
ナ
ー

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

家
畜
商
講
習
会

日
本
女
性
会
議
2
0
1
4
札
幌

救
急
救
命
講
習
会

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
委
員
会

委
員
募
集

市
民
ニ
ー
ズ
ア
ン
ケ
ー
ト 

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

8
月
21
日
㈭
13
時
30
分
〜
16
時
30

分職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

 
自
己
の
能
力
や
知
識
、
経
験
な
ど

の
棚
卸
し
、
個
別
面
談

20
人
（
申
し
込
み
順
）

 

8
月
18
日
㈪
ま
で
に
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
（
☎
85
1
4
5
0
）

　

8
・
9
月
に
、
統
計
調
査
員
が
対

象
と
な
る
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
。

 

7
月
31
日
現
在
、
常
用
労
働
者
を

１
〜
4
人
雇
用
し
て
い
る
、
栄
町

１
・
2
丁
目
の
事
業
所

北
海
道
統
計
課

 

（
☎
011

－

204

－

5
1
4
6
）

 

11
月
26
日
㈬
・
27
日
㈭
9
時
〜
17

時北
海
道
庁
別
館

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
課
題
の
解
決
策
を
探
る
と
と
も

に
、
参
加
者
相
互
の
交
流
促
進
な
ど

 

9
月
7
日
㈰
9
時
30
分
〜
12
時
30

分し
ん
た
21

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
め
た
心

肺
蘇
生
法
（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）

30
人
（
申
し
込
み
順
）

 

8
月
31
日
㈰
ま
で
に
消
防
署
警
備

Ｇ
（
☎
85
2
5
5
1
）

 

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る
20

歳
以
上
の
方

 

文
化
事
業
委
員
１
人
、
ス
ポ
ー
ツ

事
業
委
員
１
人

※
任
期
は
2
年
間
で
す
。

 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
に
備

え
付
け
の
申
し
込
み
用
紙
を
8
月

29
日
㈮
ま
で
に
提
出

　

総
合
計
画
に
掲
げ
た
事
業
の
達
成

状
況
の
把
握
や
市
が
行
う
事
業
の
検

証
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
施
策

を
立
案
す
る
た
め
の
資
料
と
す
る
た

め
、
皆
さ
ん
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

 

町
別
・
年
代
別
に
無
作
為
に
抽
出

し
た
20
歳
以
上
の
方
（
3
千
500
人
）

※ 

無
作
為
抽
出
の
た
め
、
同
一
世
帯

内
に
複
数
の
調
査
票
が
送
付
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

無
記
名
式
ア
ン
ケ
ー
ト

※ 

調
査
票
は
、
8
月
22
日
㈮
ま
で
に

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
、
ま

た
は
市
役
所
、
各
支
所
、
鷲
別
支 

所
若
草
分
室
に
持
参
し
て
く
だ
さ 

い
。

企
画
調
整
Ｇ
（
☎
85
6
5
8
6
）

栄町保育所の民営化を
平成28年 4 月以降に
延期します
　市は、民間活力を取り入れた
新たな保育環境を構築するため、
平成27年 4 月の栄町保育所民営
化の実施に向け、事務を進めて
きました。
　民営化の実施については、子
ども・子育て支援新制度を踏ま
えた『登別市子ども・子育て支
援事業計画』の中で具体的方向
性を示すこととしていましたが、
新制度は一部不透明な状況であ
り、国の基準の精査や既存幼稚
園の新制度への対応などを慎重
に協議する必要があると判断し
たため、栄町保育所の民営化を
平成28年 4 月以降に延期します。
問い合わせ　子育てグループ
 （☎85５６３４）
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平成27年度採用 　登別市職員を募集します

問い合わせ
人事・行政管理グループ
（☎85１１３２）

職　　　　種
採用予定人数 試験区分 受験資格

事　　務
10人程度

大 学 卒 業
程 度

大学を卒業または卒業見込みで、昭和59年
4 月 2 日以降生まれの方

短 大 卒 業
程 度

短大もしくは同程度の専門学校を卒業また
は卒業見込みで、昭和59年 4 月 2 日以降生
まれの方

高 校 卒 業
程 度

高校を卒業または卒業見込みで、昭和59年
4 月 2 日以降生まれの方

技　　術
（土木）
3人程度

技　　術
（建築）
1人程度

大学院修了
程 度

大学院修士課程もしくは専門職大学院専門
職学位課程を修了または修了見込みで、昭
和54年 4 月 2 日以降、昭和59年 4 月 1 日以
前生まれの方

大 学 卒 業
程 度

大学を卒業または卒業見込みで、昭和59年
4 月 2 日以降生まれの方

短 大 卒 業
程 度

短大もしくは同程度の専門学校を卒業また
は卒業見込みで、昭和59年 4 月 2 日以降生
まれの方

高 校 卒 業
程 度

高校を卒業または卒業見込みで、昭和59年
4 月 2 日以降生まれの方

消　　防
2人程度

大 学 卒 業
程 度

大学を卒業または卒業見込みで、昭和61年
4 月 2 日以降生まれの方

短 大 卒 業
程 度

短大もしくは同程度の専門学校を卒業また
は卒業見込みで、昭和61年 4 月 2 日以降生
まれの方

高 校 卒 業
程 度

高校を卒業または卒業見込みで、昭和61年
4 月 2 日以降生まれの方

【身体条件】視力：矯正視力が1.0以上、色覚および聴覚
が正常な方

※詳しくは、試験実施要綱をご確認ください。
※ 市は、『障害者の雇用の促進等に関する法律』の趣旨を踏まえ、
障がいのある方の雇用の促進に努めています。受験できる方は、
活字印刷文による出題に対応できる方で、介助者なしで職務の遂
行が可能な方とします。

【試験日時・場所・内容】
• 第１次試験　 9月21日㈰ 9時30
分、市民会館、教養・専門（土
木、建築のみ）・作文・適性試
験

• 第１次面接　10月下旬予定（日
時と場所は、合格者に別途通知
します）、面接・健康診断書審
査

• 第２次面接　11月中旬予定（日
時と場所は、合格者に別途通知
します）、面接・体力試験（消
防のみ）

【申込方法】
　人事・行政管理グループと各支
所に備え付け、または市ホームペ
ージ掲載の受験申込書に、必要事
項を記入し、 8月15日㈮までに人
事・行政管理グループに持参また
は郵送（当日消印有効、〒059－
8701中央町 6丁目11）
【受験申込書の受け付け】
•持参の場合　 9時～17時30分
　（平日のみ）
• 郵送の場合　392円分の切手を
貼った返信用封筒（長形 3号）
を必ず同封してください

【資料請求】
• 試験実施要綱を郵送で請求する
場合は、140円分の切手を貼っ
た返信用封筒（角形 2号）を必
ず同封してください

登別市嘱託員を募集します
◆任用期間　 9月 1日～平成27年 3 月31日

◆試験月日　 8月19日㈫

◆試験場所　市役所

◆試験方法　面接試験

◆ 申込方法　人事・行政管理グループと各
支所に備え付け、または市のホームペー
ジに掲載の申込書に必要事項を記入の上、
8月13日㈬までに人事・行政管理グルー
プに持参してください。

◆問い合わせ　人事・行政管理グループ
 （☎85１１３２）

募集職種・勤務条件など
募集職種 ケースワーカー
募集人数 1 人
勤務地 市役所
主な
業務内容

生活保護を受給している方への支援業務（日常生活の
自立と生活自立への支援など）

勤務条件

【 1日の勤務時間】
次の勤務割を基本に、週29時間勤務となります
①10時～16時30分（月～水曜日、金曜日）
②10時～16時45分（木曜日）
【休日】土・日曜日、祝日など
【給与月額】129,100円

応募要件
（性別不問）

【資格など】
社会福祉主事任用資格を満たし、普通運転免許を有す
る方（ 2年以上の運転経験が必要です）
【年齢】
昭和25年 4 月 2 日～昭和49年 4 月 1 日生まれの方
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困った！
ときにはまず相談
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 9 月20日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員： 6人（申し込み順）

9月12日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

8 月23日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

8月22日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0 ）

一日行政相談 8 月15日㈮
10時～12時

登別郵便局
（ＪＲ幌別駅西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務の苦情や意見、要望

企画調整Ｇ
（☎85 6 5 8 6 ）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センタ
ーまたは登別消
費者協会（労働
福祉センター内）

消費生活
消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

障がいのある方の
就労相談窓口

8 月21日㈭
14時～17時

障害福祉グル
ープ 障がいのある方の就労や雇用

8月14日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

夜間・土曜
納税相談窓口

8 月21日㈭・22日㈮
…20時まで
8月23日㈯… 9時～
17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5 ）

キャリアサポート
のぼりべつ

水・金曜日
8時30分～17時 職業訓練セン

ター
（青葉町） 就職活動などで抱える不安や

悩みなど

登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0 ）
※ 8 月13日㈬～16
日㈯は、相談受
け付けは行いま
せん。

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談

月～金曜日
10時～16時（予約制）

登別労働会館
（千歳町 3丁目） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

8 月 8 日㈮・22日㈮
10時～16時

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

22 困った！ときにはまず相談



き
い
き

す
く
す
く
すすすす

子
育
て

いい健 

康

時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

子
育
て

す
く
す
く

室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

日時 診療所・住所・電話

8 月 3 日㈰
9時～11時

本田歯科 （☎㉒３３２２）
室蘭市港南町１丁目 9－19

宮武歯科医院 （☎85２８２６）
登別市中央町１丁目 4－１

8月10日㈰
9時～11時

松田歯科医院 （☎46６４８０）
室蘭市日の出町１丁目24－25

合田歯科 （☎０１４２㉓００１６）
伊達市梅本町39－ 4

8 月17日㈰
9時～11時

みうら歯科 （☎55６３３０）
室蘭市港北町 2丁目 6－１

8月24日㈰
9時～11時

水野歯科医院 （☎44４５００）
室蘭市東町 2丁目19－14

8 月31日㈰
9時～11時

森歯科クリニック （☎55０１１８）
室蘭市港北町 2丁目 5－18

8 月の歯科救急医療

な
す

•
8
月
27
日
㈬
・
若
草
児
童
ク
ラ
ブ

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
。

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

 

地
域
の
子
ど
も
同
士
が
触
れ
合
う

場
、
保
護
者
の
交
流
の
場
と
し
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が

遊
具
や
絵
本
を
持
っ
て
会
場
に
伺

い
ま
す

上
靴
（
子
ど
も
、
保
護
者
と
も
）

※ 

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
に
車
で
来

る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
81
3
7
1
5
）

1
5
）

よ
う
に
、
地
域
の
子
育
て
家
庭
を

対
象
に
保
育
所
を
開
放
し
ま
す

 

上
靴
（
子
ど
も
、
保
護
者
と
も
）
、

着
替
え

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
81
3
7
1
5
）

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

 

年
齢
や
活
動
の
幅
に
合
わ
せ
た
水

遊
び
を
川
で
楽
し
み
ま
す
（
雨
天

時
は
屋
内
で
の
活
動
に
変
更
し
ま

す
）

15
組
（
申
し
込
み
順
）

 

ぬ
れ
て
も
よ
い
服
装
、
靴
、
昼
食
、

飲
み
物
、
帽
子
、
着
替
え

 

8
月
19
日
㈫
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

8
月
20
日
㈬
10
時
〜
12
時

9
月
25
日
㈭
10
時
〜
12
時

鷲
別
公
民
館

 

１
歳
2
カ
月
〜
2
歳
6
カ
月
児
を

も
つ
保
護
者

12
組
（
申
し
込
み
順
）

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

 

8
月
25
日
㈪
〜
29
日
㈮
に
中
央
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
81
3
7

1
5
）

9
月
18
日
㈭
10
時
〜
12
時

し
ん
た
21

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

 

布
で
簡
単
に
で
き
る
花
の
リ
ー
ス

を
作
り
ま
す

10
組
（
申
し
込
み
順
）

 

8
月
25
日
㈪
〜
29
日
㈮
に
中
央
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
81
3
7

8
月
23
日
㈯
10
時
〜
12
時

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

未
就
学
児
と
そ
の
お
父
さ
ん

 

お
父
さ
ん
と
、
絵
本
や
遊
具
を

使
っ
た
遊
び
な
ど
を
楽
し
み
ま
す

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
80
2
7
7
2
）

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
講
座
『
完
了
期
か
ら

の
食
事
と
発
達
に
つ
い
て
』

手
作
り
講
座
『
お
花
の
リ
ー
ス
』

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う
！

•
8
月
8
日
㈮
・
鷲
別
公
民
館

• 

8
月
20
日
㈬
・
で
あ
え
ー
る
は
ま

•
8
月
5
日
㈫
・
幌
別
東
保
育
所

• 

8
月
7
日
㈭
・
栄
町
保
育
所
、
富

士
保
育
所
、
鷲
別
保
育
所

•
8
月
27
日
㈬
・
登
別
保
育
所

※
い
ず
れ
も
9
時
30
分
〜
11
時
。

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

 

保
育
所
の
児
童
と
一
緒
に
遊
べ
る

『
移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
』

 

を
開
設
し
ま
す

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

23 すくすく子育て　いきいき健康



＝
日
時　

＝
場
所　

＝
対
象　

＝
内
容　

＝
定
員　

＝
費
用　

＝
持
ち
物　

＝
問
い
合
わ
せ　

＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

健
　
　
康

い
き
い
き

親子バス遠足
対象　2歳以上の未就学児とその保護者

ふぉれすと鉱山へ行こう！ 参加料
無料

参加料
無料

集合場所　登別子育て支援センター
定員　15組（申し込み順）
持ち物　着替え、帽子、昼食、飲み物、虫よ
けスプレー
申し込み　8月11日㈪～15日㈮に登別子育て
支援センター（☎80２７７２）

9月2日㈫　9時30分～13時

亀田記念公園へ行こう！

集合場所　登別子育て支援センター
定員　15組（申し込み順）
持ち物　着替え、帽子、昼食、飲み物、虫よ
けスプレー
申し込み　8月11日㈪～15日㈮に登別子育て
支援センター（☎80２７７２）

8月26日㈫　9時30分～13時

市立室蘭水族館へ行こう！

集合場所　市民会館ほか、市内3カ所
※詳しくは問い合わせください。
定員　20組（申し込み順）
持ち物　着替え、昼食、飲み物
申し込み　8月18日㈪～22日㈮に中央子育て
支援センター（☎81３７１５）

9月16日㈫　9時30分～12時30分

保護者のみ
入館料
300円

0
8
6
5
）

 

8
月
22
日
㈮
13
時
30
分
〜
15
時

30
分
・
日
鋼
記
念
病
院

 

医
師
・
看
護
師
な
ど
が
お
話
を
伺

い
、
時
間
を
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
支

援
を
し
ま
す

同
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
㉒
2
2
2
5
）

が
ん
在
宅
緩
和
ケ
ア
支
援
広
場

 

『
あ
っ
と
ほ
ー
む
』
開
催

食中毒を防ぐ　３つのポイント
○つけない（清潔）
　手洗い、調理器具を消毒しましょう
○ふやさない（迅速・冷却）
　食品は冷凍・冷蔵保存するか、
　速やかに調理しましょう
○やっつけろ（加熱・殺菌）
　食品にはなるべく火を通しましょう
問い合わせ　健康推進グループ（☎850100）

8
月
23
日
㈯
10
時
30
分
〜
12
時

亀
田
記
念
公
園

親
子

 

森
を
散
歩
し
、
虫
な
ど
の
生
き
物

を
探
し
ま
す

15
組
（
申
し
込
み
順
）

１
人
100
円

 

動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物
、
帽

子
、
長
靴
、
着
替
え

 

8
月
22
日
㈮
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

8
月
29
日
㈮
10
時
〜
12
時

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

 

子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
を
支
援

し
て
い
る
指
導
者
の
方

育
児
ス
ト
レ
ス
の
理
解
と
解
消
法

15
組
（
申
し
込
み
順
）

動
き
や
す
い
服
装

 
8
月
28
日
㈭
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

8
月
23
日
㈯
10
時
30
分
〜
12
時

亀
田
記
念
公
園

子
育
て
中
の
保
護
者

 

手
づ
く
り
の
お
も
ち
ゃ
や
生
活
用

品
を
作
り
ま
す

15
人
（
申
し
込
み
順
）
・
200
円

 

コ
ッ
プ
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、

靴

 

8
月
22
日
㈮
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

診査名・対　象 日　時 内　　容 持ち物 場所
4 カ月児健康診査

（平成26年 4 月16日～ 　　
 平成26年 5 月15日生まれ）

9月24日㈬
時間は
個別通知

診察、身体計測、栄
養相談、育児相談 母子健康手

帳、バスタ
オル、替え
オムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成25年11月生まれ）

9月19日㈮
時間は
個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹
介

1 歳 6 カ月児健康診査
（平成25年 2 月生まれ）

9月10日㈬
時間は
個別通知

診察、歯科検診、身
体計測、栄養相談、
歯科相談、育児相談、
フッ素塗布（希望者
800円）

母子健康手
帳、お子さ
んの歯ブラ
シ

3 歳児健康診査
（平成23年 8 月生まれ）

9月 4日㈭
時間は
個別通知

診察、歯科検診、尿
検査、身体計測、栄
養相談、歯科相談、
育児相談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

9月26日㈮
9時20分～
10時　　　

発育・発達・育児・
栄養などの相談

母子健康手
帳

乳幼児健康相談 診査
問健康推進Ｇ（☎85０１００）
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８
月
号

『未来につながる本との出会い～図書館へＧＯ～』
ゴー

第10回 図書館まつり

8
月
28
日
㈭
10
時
〜
13
時

 

登
別
デ
ン
マ
ー
ク
協
会
研
修
生
の

ア
マ
リ
エ
さ
ん
と
、
楽
し
く
デ
ン

マ
ー
ク
料
理
を
作
り
ま
す

 

20
人
（
申
し
込
み
順
）
・
500
円

9
月
3
日
㈬
10
時
〜
12
時

 

ハ
ー
ブ
を
使
い
、
ク
ロ
ッ
ク
ム
ッ

シ
ュ
、
サ
ラ
ダ
、
ス
コ
ー
ン
、

ス
ー
プ
の
計
4
品
を
作
り
ま
す

30
人
（
申
し
込
み
順
）

 

１
千
300
円
（
8
月
25
日
㈪
以
降
の

キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
材
料
費
が
掛
か

り
ま
す
）

 

エ
プ
ロ
ン
、
布
巾
、
テ
ィ
ー
カ
ッ

プ
、
筆
記
用
具

 

8
月
5
日
㈫
〜
15
日
㈮
に
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
88
1
1

1
6
）

8
月
28
日
㈭
10
時
30
分
〜
12
時

新
小
型
家
電
の
回
収
に
つ
い
て

50
人
（
申
し
込
み
順
）

筆
記
用
具

当
日
ま
で
に
登
別
消
費
者
協
会

 
（
☎
85
8
3
0
7
）

8
月
19
日
㈫
10
時
〜
12
時

8
月
20
日
㈬
10
時
〜
12
時

楷
書
や
行
書
を
学
び
ま
す

15
人
（
申
し
込
み
順
）

 

す
ず
り
、
墨
液
、
筆
（
大
・
小
）
、

文
鎮
、
下
敷
き
、
半
紙
、
新
聞
紙

 

8
月
15
日
㈮
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

ア
マ
リ
エ
さ
ん
と

 

デ
ン
マ
ー
ク
の
家
庭
料
理
を
作
ろ
う

ハ
ー
ブ
教
室

〜
お
う
ち
で
簡
単
＆ア

ン
ドお
し
ゃ
れ
に

『
カ
フ
ェ
ご
は
ん
』
し
ま
せ
ん
か
〜

第
2
回

 

く
ら
し
の
安
全
・
安
心
セ
ミ
ナ
ー

葉
画
教
室

初
心
者
書
道
教
室

登
別
市
緑
町
１
丁
目
１
番
地
4

☎
83
6
8
6
6

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　

『
の
ぼ
り
ん
』

登
別
市
富
士
町
7
丁
目
33
番
地
１

☎
88
1
1
3
9

市
民
会
館

8
月
30
日
㈯
15
時

 
職
員
が
館
内
を
案
内
す
る
ほ
か
、

利
用
者
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た

上
手
な
検
索
方
法
な
ど
を
紹
介
し

ま
す

市
立
図
書
館
（
☎
85
4
3
2
4
）

 

8
月
20
日
㈬
、
9
月
3
日
㈬
10
時

30
分

乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

市
立
図
書
館
（
☎
85
4
3
2
4
）

　

毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
8
月

29
日
）

休
館
情
報

図
書
館
ツ
ア
ー
と

 

利
用
者
ガ
イ
ダ
ン
ス

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

〜
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
〜

登
別
市
中
央
町
5
丁
目
21
番
地
１

☎
85
4
3
2
4

市
立
図
書
館

の
ぼ
り
ん
文
化
講
座

の
ぼ
り
ん
文
化
講
座

 

8
月
22
日
㈮
ま
で
に
登
別
デ
ン

マ
ー
ク
協
会
・
深
瀬
さ
ん
（
☎
85

5
5
4
5
）

い
ろ
い
ろ
な
葉
で
絵
を
描
き
ま
す

10
人
（
申
し
込
み
順
）

１
千
円
（
材
料
代
）

は
さ
み
、
お
し
ぼ
り

 

8
月
15
日
㈮
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

● 8月23日㈯10時～15時　市立図書館
絵本の読み語り、団体やボランティアのお話会、
ボランティア活動展、囲碁・将棋教室、古本市

● 8月24日㈰10時～15時　アーニス
ビブリオバトル、一箱古本市、懐かしのマッチ
ラベル展

◎ビブリオバトル　 8月24日㈰13時～
お気に入りの本を紹介し、投票でチャンプ本を
決めます。
申し込み　同サークル　松田さん
 （☎090－7513－4675）
◎一箱古本市　 8月24日㈰10時～15時
読み終えた・不要になった本を持ち寄り、読み
たい本と交換します。
持込条件　最大冊数はミカン箱１箱分です
申し込み　当日、直接会場にお越しください
※引き取りのなかった本は各自でお持ち帰りください。

問い合わせ　市立図書館（☎85４３２４）

参加者募集!!
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＝
日
時　

＝
場
所　

＝
対
象　

＝
内
容　

＝
定
員　

＝
費
用　

＝
持
ち
物　

＝
問
い
合
わ
せ　

＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

8
月
23
日
㈯
10
時
〜
12
時

粘
土
で
花
瓶
な
ど
を
作
り
ま
す

20
人
（
申
し
込
み
順
）

 

１
千
円
（
粘
土
１
㌕
・
上
薬
・
焼

き
代
）

手
ぬ
ぐ
い

 

8
月
20
日
㈬
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

8
月
25
日
㈪
13
時
〜
15
時

 

漢
詩
、
短
歌
、
俳
句
を
楽
し
く
吟

じ
ま
す

15
人
（
申
し
込
み
順
）

筆
記
用
具

 

8
月
22
日
㈮
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

8
月
5
日
㈫
〜
11
日
㈪

 

8
月
25
日
㈪
13
時
30
分
〜
15
時
30

分楽
し
く
粋
な
江
戸
芸
を
踊
り
ま
す

15
人
（
申
し
込
み
順
）

 

動
き
や
す
い
服
装
、
日
本
手
ぬ
ぐ

い

 

8
月
22
日
㈮
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

8
月
22
日
㈮
19
時
〜
20
時
30
分

文
書
の
修
正
・
体
裁
、
表
作
成

 

10
人
（
受
講
経
験
の
あ
る
方
を
優

先
し
ま
す
）

500
円
・
パ
ソ
コ
ン

 
8
月
19
日
㈫
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

8
月
28
日
㈭
19
時
〜
20
時
30
分

 

画
像
ソ
フ
ト
と
プ
リ
ン
ト
に
つ
い

て

 

15
人
（
受
講
経
験
の
あ
る
方
を
優

先
し
ま
す
）

 

500
円
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、

ノ
ー
ト
、
筆
記
用
具

 

8
月
25
日
㈪
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

陶
芸
教
室

詩
吟
教
室

か
っ
ぽ
れ

な
の
は
な
絵
手
紙
展
示
会

パ
ソ
コ
ン
教
室　

第
4
回

（
全
6
回
開
催
予
定
）

初
心
者
向
け
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
教
室

 

第
3
回
（
全
3
回
開
催
）

 

8
月
１
日
㈮
〜
31
日
㈰
10
時
〜
17

時
（
31
日
は
15
時
ま
で
）

 

各
自
の
表
現
力
を
発
揮
し
、
独
自

性
を
重
視
し
た
絵
画
・
陶
芸
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す

同
協
会
・
干
谷
さ
ん

 

（
☎
88
1
2
4
6
）

登
別
市
登
別
温
泉
町
123
番
地
１

☎
84
2
0
6
9

カ
ン
ト
・
レ
ラ

 

8
月
9
日
㈯
10
時
〜
12
時
・
13
時

〜
15
時

 

絵
画
と
陶
芸
の
教
室
で
す
。
作
品

は
9
月
頃
に
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

で
展
示
す
る
予
定
で
す

陶
芸
教
室
の
み
500
円

絵
画
教
室
の
み
画
材
持
参

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
別
美
術
協
会
・
干
谷
さ
ん

 

（
☎
88
1
2
4
6
）

9
月
6
日
㈯
10
時
〜
12
時

 

粘
土
で
形
を
作
り
、
縄
な
ど
で
模

カ
ン
ト
・
レ
ラ
で
遊
ぼ
う

『
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

登
別
美
術
協
会

 

第
5
回
会
員
作
品
展

縄
文
文
化
体
験

『
縄
文
土
器
を
つ
く
ろ
う
！
』

登
別
市
片
倉
町
6
丁
目
27
番
地
2

☎
88
1
3
3
9

郷
土
資
料
館

9
月
13
日
㈯
9
時
30
分
〜
15
時

18
歳
以
上
の
方

 

古
い
浴
衣
や
布
団
生
地
を
利
用
し
、

温
も
り
を
感
じ
る
ぞ
う
り
を
作
り

ま
す

14
人
（
申
し
込
み
順
）

200
円

布
切
れ
、
昼
食

 

8
月
20
日
㈬
〜
9
月
3
日
㈬
に
郷

土
資
料
館
（
☎
88
1
3
3
9
）

布
ぞ
う
り
作
り

会
員
に
よ
る
絵
手
紙
展

な
の
は
な
会
・
坂
本
さ
ん

 

（
☎
85
6
8
3
9
）

様
を
つ
け
ま
す
。
１
カ
月
間
陰
干

し
し
、
10
月
4
日
㈯
に
開
催
す
る

第
7
回
登
別
縄
文
ど
き
ど
き
ま
つ

り
で
野
焼
き
を
す
る
予
定
で
す

20
人
（
申
し
込
み
順
）
・
600
円

 

9
月
5
日
㈮
ま
で
に
カ
ン
ト
・
レ

ラ
（
☎
84
2
0
6
9
）

の
ぼ
り
ん
展
示
コ
ー
ナ
ー

の
ぼ
り
ん
展
示
コ
ー
ナ
ー

の
ぼ
り
ん
ナ
イ
ト
カ
ル
チ
ャ
ー

の
ぼ
り
ん
ナ
イ
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
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登別市　facebook 検索

　意外と知られていない市内のオススメスポット
情報や季節のイベント情報、まちの話題などをお
届けしています！ぜひご覧ください♪

https://www.facebook.com/noboribetsu.city

QRコードやウェブでアクセス

市の　　　　　　　　  ページで旬の情報を発信中！facebook
いいね！

問い合わせ
企画調整グループ（☎856586）

8
月
31
日
㈰
10
時
〜
15
時

小
学
生
・
200
円

 
野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食
、
着
替
え

 
8
月
28
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

8
月
22
日
㈮
10
時
〜
12
時
30
分

 

3
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

8
月
17
日
㈰
12
時
30
分
〜
15
時

 

5
歳
〜
小
学
2
年
生
と
そ
の
保
護

者200
円

 
野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

 

8
月
14
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

な
が
ぐ
つ
レ
ン
ジ
ャ
ー

〜
水
路
パ
ト
ロ
ー
ル
〜

森
の
サ
ロ
ン

〜
川
遊
び
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
編
〜

森
ン
子
く
ら
ぶ

〜
大
人
も
子
ど
も
も
川
遊
び
〜

登
別
市
鉱
山
町
8
番
地
3

☎
85
2
5
6
9

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

8
月
14
日
㈭
10
時
〜
12
時

18
歳
以
上
の
方

 

こ
の
季
節
に
楽
し
め
る
自
然
を
ネ

イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
が
案
内
し
ま
す

300
円

 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

8
月
9
日
㈯
19
時
〜
20
時
30
分

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

12
人
（
申
し
込
み
順
）
・
200
円

 

懐
中
電
灯
ま
た
は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
、

防
寒
着

 

8
月
7
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

8
月
30
日
㈯
10
時
〜
13
時

森
の
手
入
れ
を
し
ま
す

30
人
（
申
し
込
み
順
）

200
円
（
小
学
生
以
下
100
円
）

 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

 

8
月
27
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

8
月
23
日
㈯
10
時
〜
15
時

小
学
4
年
生
〜
中
学
１
年
生

水
に
ぬ
れ
な
が
ら
探
検
し
ま
す

200
円

 

ぬ
れ
て
も
よ
い
服
装
、
飲
み
物
、

昼
食
、
靴
、
着
替
え
、
タ
オ
ル

 

8
月
20
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

8
月
24
日
㈰
10
時
〜
14
時

 

3
歳
以
上
の
未
就
学
児
と
そ
の
保

護
者

夏
の
森
を
探
検
し
ま
す

 

200
円
・
野
外
で
活
動
で
き
る
服

装
、
昼
食
、
飲
み
物
、
着
替
え

 

8
月
21
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

 

①
8
月
23
日
㈯
、
②
9
月
6
日
㈯

10
時
〜
15
時

 

小
学
3
年
生
以
上
（
小
学
生
以
下

保
護
者
同
伴
）

 

幌
別
川
で
学
び
と
遊
び
を
楽
し
み

ま
す各

日
10
人
・
200
円

 

ぬ
れ
て
も
よ
い
服
装
、
昼
食

 

①
8
月
20
日
㈬
、
②
9
月
3
日
㈬

ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
（
☎
85

2
5
6
9
）

8
月
18
日
㈪
10
時
〜
15
時

18
歳
以
上
の
方

ロ
ー
プ
で
滝
を
上
り
下
り
し
ま
す

15
人
・
800
円

 

ぬ
れ
て
も
よ
い
服
装
、
飲
み
物
、

昼
食
、
靴
、
着
替
え
、
タ
オ
ル

 

8
月
15
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

ガ
イ
ド
ウ
オ
ー
ク

夜
の
森
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

里
山
づ
く
り
の
日

山
の
学
校
〜
秘
密
の
川
探
検
〜

森
の
よ
う
ち
え
ん

カ
ジ
カ
の
学
校

た
ま
に
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ

者

 

１
組
300
円
（
１
人
増
え
る
ご
と
に

100
円
）

 

ぬ
れ
て
も
よ
い
服
装
、
飲
み
物
、

昼
食
、
靴
、
着
替
え
、
タ
オ
ル

 

8
月
19
日
㈫
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

物
、
昼
食

 

8
月
13
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

8
月
8
日
㈮
〜
10
日
㈰
10
時
〜
15
時

は
、夏
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
イ
ー
ク
！

　

川
遊
び
や
ク
ラ
フ
ト
体
験
な
ど
お

楽
し
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
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＝
日
時　

＝
場
所　

＝
対
象　

＝
内
容　

＝
定
員　

＝
費
用　

＝
持
ち
物　

＝
問
い
合
わ
せ　

＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

 

管
理
栄
養
士
が
食
事
療
法
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

同
病
院
（
☎
80
3
2
3
5
）

者外
で
散
歩
を
し
ま
す

 

１
組
300
円
（
１
人
増
え
る
ご
と
に

100
円
）

 

野
外
で
活
動
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
昼
食

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

 

（
☎
85
2
5
6
9
）

合

 

ニ
ト
ヌ
プ
リ
か
ら
イ
ワ
オ
ヌ
プ
リ

を
縦
走
し
、
ニ
セ
コ
温
泉
に
漬
か

り
ま
す

20
人
（
申
し
込
み
順
）

7
千
円

 

夏
山
登
山
の
標
準
装
備
、
雨
具
、

飲
み
物

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

8
月
2
日
㈯
ま
で
に
登
別
山
岳
会
・

藤
木
さ
ん
（
☎
85
5
8
9
7
）

登別空手道スポーツ少年団

伝統文化こども教室による
和装礼法親子教室

　体力づくりと友達づくりをしませんか。

▼活動日時・場所
• 月曜日18時～20時30分　市民プール
• 水曜日18時～20時30分　青少年会館
• 木曜日18時30分～21時　若草つどいセン
ター
• 土曜日18時～20時30分　若草つどいセン
ター
※第１・ 3月曜日、第１土曜日は休み。

▼入会金　2,000円（ワッペン代を含む）

▼会費（月額）
週１回参加2,500円、週 2回参加3,000円、
週 3回以上参加3,500円
※きょうだいでの参加は１人500円引き。

▼問い合わせ　藤島さん
 （☎090‒9521‒0294）

　着物や浴衣を着て、礼儀作法を楽しく、
分かりやすく学びませんか。浴衣は貸し出
しをします。

▼活動日
8 月23日・30日、 9月 6日・13日・27日、
10月 4 日・11日・18日・25日、11月１日
・ 8日・15日（いずれも土曜日・全12回）
10時～12時

▼場所　若草つどいセンター

▼対象　小学１年生～中学 3年生

▼参加料　初回のみ1,100円　

▼問い合わせ　清水さん（☎85４５４６）

会 員 募 集

参 加 者 募 集

8
月
17
日
㈰
10
時
〜
12
時

 

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）

鉱
石
を
探
し
て
標
本
を
作
り
ま
す

 

10
組
・
１
組
300
円
（
１
人
増
え

る
ご
と
に
100
円
）

 

8
月
16
日
㈯
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

 

9
月
3
日
㈬
11
時
〜
12
時
（
受
付

10
時
〜
）

 

3
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

森
の
ち
ょ
こ
っ
と
子
育
て
ひ
ろ
ば

君
も
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
タ
ー
だ
！

そ
の
他

8
月
6
日
㈬
10
時
30
分
〜
11
時

Ｊジ
ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院

健
康
教
室
〜
気
に
な
る
！

 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
食
生
活
〜

 

8
月
9
日
㈯
10
時
〜
13
時
（
小
雨

決
行
）

カ
ル
ル
ス
温
泉
駐
車
場
集
合

 

橘
湖
周
辺
の
花
の
観
察
と
健
康
増

進
を
兼
ね
た
、
橘
湖
の
自
然
探
勝

会
で
す

30
人
（
申
し
込
み
順
）

 

昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
手
袋
、

雨
具
、
歩
き
や
す
い
靴

 

8
月
7
日
㈭
ま
で
に
一
般
財
団
法

人
自
然
公
園
財
団
登
別
支
部
（
☎

84
3
1
4
1
）

8
月
9
日
㈯
15
時
〜
17
時

と
も
か
な
・
男
性

 

お
か
ず
１
品
と
酒
の
さ
か
な
を
作

り
ま
す
。
作
っ
た
料
理
は
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
す

6
人
（
申
し
込
み
順
）

１
千
円

8
月
7
日
㈭
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

8
月
3
日
㈰
6
時
30
分
〜

 

岡
志
別
の
森
運
動
公
園
駐
車
場
集

橘
湖
の
自
然
探
勝
会

男
の
料
理
教
室

ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス

超
伝
導
体
の
電
気
抵
抗
は

 

本
当
に
ゼ
ロ
に
な
る
の
？

夏
の
市
民
登
山
会

　

液
体
窒
素
を
用
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

物
質
を
冷
や
し
、
マ
イ
ナ
ス
196
度
の

極
低
温
の
世
界
と
、
そ
こ
に
現
れ
る

巨
視
的
量
子
現
象
を
体
験
し
ま
す
。

日 

時　

8
月
30
日
㈯
9
時
30
分
〜
16

時
30
分

場
所　

室
蘭
工
業
大
学

対
象　

高
校
生

定 

員　

20
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

費
用　

無
料
（
昼
食
付
き
）

※ 

付
き
添
い
の
方
は
、
各
自
で
昼
食

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

持 

ち
物　

実
験
に
適
し
た
服
装
、
筆

記
用
具
、
ノ
ー
ト
、
写
真
撮
影
す

る
方
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

申
し
込
み
方
法

8
月
8
日
㈮
ま
で
に
、
ウ
ェ
ブ
、

郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
、

持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し

込
み
（
〒
050

－

8
5
8
5
室
蘭
市

水
元
町
27

－

１
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

同
大
学
地
域
連
携
推
進
グ
ル
ー
プ

（
☎
46
5
0
2
7
・
思
46
5
0
3

3
・
Ｅ
メ
ー
ル
：chiiki@

m
m

m
.m
uroran-it.ac.jp

）
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介
護
の
悩
み
を
話
し
合
い
ま
す

6
人
（
申
し
込
み
順
）

250
円

8
月
21
日
㈭
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

 

8
月
22
日
㈮
ま
で
に
登
別
市
食
生

活
改
善
推
進
員
協
議
会
・
渡
辺
さ

ん
（
☎
86
2
7
5
5
）

◎ 

夏
休
み
体
験
入
学
の
お
知
ら
せ

　

夏
の
体
験
入
学
は
午
前
・
午
後

を
通
し
て
実
習
を
行
い
、
学
生
や

教
員
と
じ
っ
く
り
話
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
8
月
5
日
㈫
・
6
日
㈬

の
体
験
入
学
は
、
時
間
の
な
い
方

で
も
参
加
し

や
す
い
午
後

の
み
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に

な
っ
て
い
ま

す
。

　

夏
休
み
を

利
用
し
て
、

日
本
工
学
院

北
海
道
専
門
学
校
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

学
生
、
教
職
員
一
同
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

8
月
の
体
験
入
学

• 

2
日
㈯
・
3
日
㈰
・
4
日
㈪
・

9
日
㈯
・
10
日
㈰

　

10
時
30
分
〜
15
時
30
分

• 

5
日
㈫
・
6
日
㈬

　

14
時
〜
16
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

入
学
広
報
室

 
（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
便
り

問
い
合
わ
せ　

☎
88
0
8
8
8

 

8
月
22
日
㈮
〜
24
日
㈰
9
時
〜
17

時ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

 

市
内
の
小
学
１
年
生
が
夏
休
み
に

育
て
た
あ
さ
が
お
を
、
各
小
学
校

か
ら
10
点
ず
つ
展
示
し
ま
す

 

環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

タ
ー
内
・
☎
85
2
9
5
8
）

8
月
23
日
㈯
14
時
〜
16
時

と
も
か
な

8
月
26
日
㈫
10
時
〜
12
時
30
分

し
ん
た
21

20
歳
以
上
の
男
性

20
人
（
申
し
込
み
順
）

600
円

 

豚
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
お
ろ
し
玉
ね
ぎ

ソ
ー
ス
、
し
め
じ
の
友
禅
和
え
、

他
2
品
を
作
り
ま
す

第
15
回
あ
さ
が
お
展

元
気
に
介
護
の
会

男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

広報のぼりべつ掲載ルール
▼原稿の提出締め切り　発行月の前月 5日

（例： 9月号掲載希望の場合は 8月 5日締め切り）

▼掲載回数　１事項につき年度内掲載は原則１回

▼掲載できないもの
•政治活動、宗教活動、営利目的（将来的に営
利につながる可能性があるものを含む）とす
るもの
•公序良俗に反するもの
•掲載が、編集上不適当な内容・目的と認めら
れるもの

▼掲載優先順位（市主催事業を除く）
①市の指定管理者が管理施設で行う自主事業
②市以外の公共的団体が主催する事業
③市内で活動する市民活動団体が主催する催し
や会員募集（市民が気軽に参加できるものや
参加費が低額であるものを優先）

※市内で開催する事業を優先します。
※紙面の都合で掲載できない場合があります。

▼問い合わせ　企画調整グループ（☎85６５８６）

▼日時・対象
•シニア　 9月 8日㈪　17時30分～（受付17時～）
　対象　市内に居住または通勤する60歳以上の方
•一般　　 9月16日㈫　18時30分～（受付18時～）
　対象　市内に居住または通勤する18歳以上の方

▼場所　室蘭グランドボウル

▼定員　シニア・一般　各30人（申し込み順）

▼参加料　1,600円（ 3ゲーム）

市民ボウリング大会（シニア・一般）参加者募集

▼  競技方法　ヨーロピアン方式によ
る個人戦・団体戦

※ 組み合わせは主催者が決定します。

▼  表彰　各部門 1～ 3位に賞品、全
員に参加賞

▼  申し込み　 8月11日㈪～27日㈬に
文化・スポーツ振興財団（☎88１
１１６）
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アーニス

室蘭信用金庫
幌別支店

交通規制区域

JA 伊達市
登別支所

北海道銀行
登別支店 市役所

幌別
小学校

刈田
神社

８月９日土　12時～21時
８月10日日　10時～19時 川上公園
みどころピックアップ！

幌別駅～川上公園間の無料循環
バスを運行します（15分間隔）
9日㈯
　始発 11時30分（幌別駅前）
　終発 21時30分（川上公園）
10日㈰
　始発 9時30分（幌別駅前）
　終発 19時30分（川上公園）

ステージイベント
●限定特別開催！
　9日㈯19時30分～
　地獄の谷の鬼花火がやって
　くる！
●熊舞、和太鼓、バンド演奏、
　ダンス、よさこい、学生発
　表など さらに!!
２日間開催！ 大ビンゴ大会

ビンゴカード当日
販売 1枚300円

9日㈯　16時～
10日㈰　18時～
登別温泉宿泊券や旅行券な
どが当たります。

大露店街
露店約20店舗と約50ブースの
大フリーマーケット同時開催。

食の広場 ～胆振・
　　日高食の市～

こども広場
子どもに大人気のふわふわ
ドームや大型遊具、昔の遊び
体験、スポー
ツ広場など、
昨年よりもさ
らに充実した
広場が登場。

お得な前売りチケット 販
売
中
！

1,000円
（共通利用券1,000円分＋
ビンゴカード引換券）
※当日券は1,200円。
取り扱い　鬼なびステーショ
ン登別、アーニス、つぼ八各
店ほか、登別・室蘭市内各所
で販売します

問い合わせ
同祭り実行委員会事務局（☎574049）

９月６日㈯10時～21時
　　７日㈰10時～20時30分

※会場周辺には駐車場がありませんので、
　公共交通機関をご利用ください。

綿あめ、たこ焼き、金魚すくい、カタヌキ
などの露店が並びます。
祭り期間中は交通規制が行われます

車両通行止め期間
9月6日㈯10時～7日㈰22時

問い合わせ　同祭り実行委員会事務局
（市民サービスグループ内・☎85２１３９）

ふれあいフェスティバル2014のぼりべつ
場所：しんた21

　障がいのある方もない方も、共に楽しみ、ふ
れあいながら、『きずな』の輪を広げ、誰もが
安心して暮らすことのできる福祉豊かなまちづ
くりを願い、開催します。

日時　8月31日㈰10時～14時30分

イベント内容
ボランティア体験、屋台、障がい
者施設製品販売、子ども向け遊び
の広場、各種ボランティア活動
パネル展、大抽選会など

前売りチケット　１枚1,000円（特典付き）
※当日券は数量限定（特典はありません）。

問い合わせ　同フェスティバル実行委員会
（社会福祉協議会内・☎88０８６０）

いぶりマルシェ、nittanマル
シェ、のぼりべつマルシェな
ど、約30店舗
が出店します。
鹿肉加工品の
販売なども行
います。

ニ ッ タ ン

夏休み！夏休み！
市内のお祭りへでかけよう！市内のお祭りへでかけよう！
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©江口夏実・講談社／
　鬼灯の冷徹製作委員会

8月30日㈯・31日㈰
第51回登別地獄まつり
プログラム

30日㈯
18時～22時

31日㈰
12時～15時30分
18時～22時15分

極楽通り歩行者天国

※天候や都合により一部変更になる場合があり
　ます。

申し込み・問い合わせ
登別観光協会

（☎84３３１１）

参加者募集
仮装鬼踊りコンテスト

▼日時　8月30日㈯19時50分～20時45分
　（審査発表20時25分～45分）

▼参加条件　鬼踊り大群舞に参加し、鬼踊りを
　踊ること（個人・団体を問いません）

▼申込方法　当日17時から18時30分までに登別
　観光協会前受付で申し込みし、ゼッケンを受
　け取ってください
※申し込みとゼッケンの
　無い参加者は、審査対
　象外となります。

地獄コラボ『鬼灯の冷徹』
登別温泉

ほお　ずき　　　　 れい　てつ

開催中！
期間　11月3日㈪まで
内容
　スタンプラリー、複製原画展、フォトス
　ポットの設置、オリジナルグッズ販売な
　ど
※複製原画展のみ
　8月31日㈰まで
　となります。

地獄まつり開催の
30日・31日に

オリジナルグッズの
先行販売も行います！

原作者
江口夏実先生・初のサイン会
●日時　8月31日㈰13時～
●場所　登別温泉街（予定）
●整理券配布方法
　8月30日㈯・31日㈰の
　2日間に分けて登別温
　泉街の『泉源公園』で
　整理券を配布します。
　詳しくは『facebookコ
　ミュニティ「鬼灯の冷
　徹」×登別温泉地獄コ
　ラボ』をご覧ください　
　（https://www.facebook.com/noboribetsu.hozuki）

え　ぐち  なつ　み

55人限定！

内　容

14：00～
17：40　

•エンマ大王・鬼みこしが
　訪問！！
•地獄まつり前触れ
　（ホテル旅館廻り）

18：05～
19：00　

•オープニングセレモニー
•登別小学校オニッコマー
　チングバンド
•エンマ大王からくり山車

19：10～
19：35　 前触れ太鼓

19：50～
20：45　

•鬼踊り大群舞
•仮装鬼踊りコンテスト

21：00～
21：50　 鬼みこし暴れねりこみ

12：30～
15：00　

おにっこ通り
（縁日、ぬり絵、ちびっこ
鬼踊り、写真展など）

12：05～
15：20　 和太鼓演奏

18：05～
18：50　 エンマ大王からくり山車

19：00～
19：55　

•鬼みこし暴れねりこみ
•湯かけ

20：10～
20：35　 前触れ太鼓

20：40～
21：10　 鬼踊り大群舞

21：30～ 地獄谷花火大会
～爆裂花火～

日　時

８
月
31
日
㈰

８
月
30
日
㈯

まわ

フ ェ イ ス ブ ッ ク
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今月の新着図書
市立図書館
☎854324

※ 市立図書館では、毎月購入している本の全リス
トを差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 申し込み・問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10：00～16：00

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝

発見

ゆずります（売ります）

●ひな人形（ 7段）●ワープロ●水槽（45×90×45㌢㍍）●１人掛け
椅子（ 5脚）●洋裁用ボディ（Ｍ・Ｌ）●学習机（木製）●日本人形
（ガラスケース入り・高さ50㌢㍍）●日本人形（ガラスケース入り・
高さ40㌢㍍）●ジューサー●布団綿（3.75㌔㌘ 1袋）●ポータブルト
イレ（大人用）●ベビーカー（ 3カ月～ 3歳用）●三味線（ケース・
ばち付き）●三味線（ 2丁セット・箱入り）●オルガン●鏡台（引き
出し付き・110×65×35㌢㍍）●二槽式洗濯機●イヌ・ネコ用ボック
スショルダーバッグ（布製）●薫製器（70×30×40㌢㍍）

ゆずってください（買います）

●自在かぎ●クラシック音楽オルゴール●男子用靴（黒、21・22㌢㍍）
●男子用Yシャツとネクタイ（身長120～130㌢㍍）●半紙●煙突式床
暖房ストーブ

戌
いぬ

亥
い

の追
おい

風
て

だるまちゃんとやまんめちゃん

　山
やま

本
もと

　一
いち

力
りき

 著

加
か

古
こ

　里
さと

子
し

 作・絵

　木更津の問屋の娘・おきょう
は江戸への途上、船番所に留め
置かれてしまう。江戸の問屋の
手代・仙之助たちは彼女を救い
出そうとするが…。読後感爽や
かな長編時代小説。

　だるまちゃんは、おばあちゃ
んのために薬草を摘んでいたや
まんめちゃんと出会いました。
仲良くなって、おはじきやどん
ぐり並べをして遊んでいたけれ
ど…。

◇詩を書くということ 谷
たに

川
かわ

俊
しゅん

太
た

郎
ろう

 著
◇叱られる力 阿

あ

川
がわ

佐
さ

和
わ

子
こ

 著
◇星々たち 桜

さくら

木
ぎ

　紫
し

乃
の

 著

◇ないしょのかくれんぼ ビバリー・ドノフリオ 文　バーバラ・マクリントック 絵
◇ムーミン谷の絵辞典 トーベ・ヤンソン 絵・文
◇赤い首輪のパロ 加

か

藤
とう

　多
た

一
いち

 作

「
高
校
生
の
と
き
か
ら
、
乳
製

品
づ
く
り
の
道
に
進
も
う
と
決
め

て
い
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
こ

と
し
創
立
10
周
年
を
迎
え
た
㈱
の

ぼ
り
べ
つ
酪
農
館
社
長
の
三み

浦う
ら

学ま
な
ぶ

さ
ん
。
難
関
と
し
て
知
ら
れ
る
フ

ラ
ン
ス
の
グ
ラ
ン
ゼ
コ
ー
ル
（
高

度
専
門
職
養
成
大
学
院
）
で
学
ん

だ
生
産
技
術
を
武
器
に
、
乳
製
品

づ
く
り
に
情
熱
を
か
け
て
い
ま
す
。

全
道
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇

る
乳
質
の
登
別
産
生
乳
を
低
温
殺

菌
し
た
『
の
ぼ
り
べ
つ
牛
乳
』
は
、

そ
の
お
い
し
さ
と
安
全
性
が
認
め

ら
れ
、
平
成
19
年
か
ら
市
内
の
全

小
・
中
学
校
で
給
食
用
牛
乳
と
し

て
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
牛
乳
や
プ
リ
ン
、
飲
む

チ
ー
ズ
が
次
々
と
登
別
ブ
ラ
ン
ド

推
奨
品
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
同

社
が
手
掛
け
る
乳
製
品
は
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

同
社
は
、
こ
と
し
新
た
に
チ
ー

ズ
や
生
ハ
ム
の
製
造
・
販
売
に
乗

り
出
し
ま
す
。
三
浦
さ
ん
は
「
こ

こ
札
内
は
道
内
で
最
も
古
く
か
ら

酪
農
が
営
ま
れ
て
お
り
、
温
暖
な

気
候
・
傾
斜
地
に
富
む
地
形
な
ど

の
自
然
条
件
に
恵
ま
れ
、
酪
農
家

が
飼
料
を
自
家
栽
培
し
て
い
る
素

晴
ら
し
い
地
域
で
す
」
と
話
し
ま

す
。
「
高
品
質
の
酪
農
製
品
を
日

本
中
に
届
け
、
札
内
を
道
内
有
数

の
酪
農
地
域
へ
発
展
さ
せ
る
」
と

い
う
夢
に
向
か
い
、
同
社
の
挑
戦

は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

【沿革】
平成16年　株式会社のぼりべつ酪農館設立

【株式会社のぼりべつ酪農館】
所 在 地　札内町73－ 3
電話番号　85３１８４
事業内容　乳製品・肉加工品などの製造・販

売

企業編⑯　㈱のぼりべつ酪農館
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 　思85 7 6 7 4

吹
き
矢
教
室
で
健
康
づ
く
り

家
庭
用
包
丁
研
ぎ
奉
仕
会

大
規
模
停
電
を
教
訓
に

旧
国
道
36
号
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

　

長
さ
2
㍍
の
筒
に
ビ
ニ
ー
ル
製
の

矢
を
詰
め
、
的
に
当
て
て
得
点
を
競

う
吹
き
矢
教
室
が
、
新
生
虹
の
家
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

吹
き
矢
は
、
矢
を
発
す
る
と
き
に

腹
式
呼
吸
を
す
る
た
め
、
腹
筋
の
鍛

錬
や
集
中
力
を
高
め
る
な
ど
、
健
康

づ
く
り
に
役
立
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

6
㍍
離
れ
た
位
置
か
ら
的
を
狙
い
、

矢
が
的
に
命
中
す
る
と
、
会
場
に
は

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

町
内
会
の
会
員
の
優
れ
た
技
術
を

地
域
で
生
か
し
て
い
こ
う
と
、
各
家

庭
で
使
っ
て
い
る
包
丁
を
研
ぐ
、
包

丁
研
ぎ
奉
仕
会
を
年
3
回
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

切
れ
味
が
悪
く
な
っ
た
包
丁
を
持

参
し
た
参
加
者
は
、
包
丁
を
研
ぐ
軽

快
な
音
に
感
心
し
な
が
ら
、
驚
く
ほ

ど
切
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
包
丁
で
料

理
を
作
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。

　

災
害
で
停
電
に
な
っ
た
と
き
、
町

内
会
の
緊
急
避
難
場
所
で
あ
る
『
み

そ
の
園
』
の
電
源
を
確
保
す
る
た
め
、

発
電
機
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

発
電
機
を
動
か
す
こ
と
で
、
室
内

灯
の
点
灯
や
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

緊
急
時
に
ス
ム
ー
ズ
に
使
用
す
る

に
は
、
発
電
機
の
扱
い
に
慣
れ
て
お

く
こ
と
が
大
切
な
た
め
、
年
数
回
、

訓
練
を
す
る
予
定
で
す
。

　

旧
国
道
36
号
沿
い
の
道
を
、
雑
草

の
な
い
快
適
な
道
路
に
し
よ
う
と
、

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
は
7
月

上
旬
、
8
町
内
会
の
約
100
人
で
と
き

め
き
橋
付
近
か
ら
岡
志
別
橋
付
近
の

約
2
㌔
㍍
の
雑
草
取
り
を
各
町
内
会

の
エ
リ
ア
ご
と
に
行
い
ま
し
た
。

　

幌
別
市
街
地
の
入
り
口
を
通
行
す

る
車
や
道
行
く
人
の
心
を
和
ま
せ
る

た
め
、
今
後
も
雑
草
取
り
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

新
生
町
内
会

 

会
長　

菊き
く

地ち　

由よ
し

三み　
　

新
生
町
2
丁
目
町
会

 

会
長　

渡わ
た

辺な
べ　

憲の
り

彦ひ
こ　

　

美
園
南
町
内
会

 

会
長　

岸き
し　

　

正ま
さ

治は
る　

　

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

 

会
長　

山や
ま

田だ　

正ま
さ

幸ゆ
き　
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開
か

れた
議会を目指し
て

74号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・2014.8.1

登別市議会 で 検索

　

議
会
は
、
地
方
自
治
法
第
99

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
公

共
団
体
の
公
益
に
関
す
る
事
件

に
つ
き
意
見
書
を
国
会
又
は
関

係
行
政
庁
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
従
っ
て
、
議
会
と
し

て
は
自
分
の
支
持
組
織
の
視
点

だ
け
で
は
な
く
、
地
方
か
ら
の

声
を
民
主
的
な
視
点
か
ら
取
り

上
げ
る
と
い
う
大
き
な
度
量
を

も
っ
て
、
決
議
す
べ
き
で
あ
る

と
強
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
議
会

で
あ
っ
た
。

　

第
2
回
定
例
会
は
補
正
予
算

を
含
む
議
案
13
件
、
諮
問
4
件

ほ
か
が
上
程
さ
れ
原
案
ど
お
り

に
可
決
さ
れ
た
。
補
正
予
算
で

は
街
路
灯
整
備
や
健
康
診
査
事

業
費
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
当
会

派
提
案
の
意
見
書
2
件
の
う
ち
、

「
仮
称
手
話
言
語
法
の
制
定
」

で
は
、
聴
力
障
害
者
の
方
々
の

傍
聴
も
あ
り
、
可
決
さ
れ
た
こ

と
は
意
義
深
い
。

　

第
2
回
定
例
会
に
お
い
て
の

公
明
党
の
主
な
質
問
は
「
人
口

減
少
問
題
に
つ
い
て
」
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」

「
新
公
会
計
の
今
後
の
整
備
に

つ
い
て
」
「
義
務
教
育
に
お
け

る
学
力
向
上
の
推
進
に
つ
い
て
」

「
雨
水
の
利
用
の
推
進
に
関
す

る
法
律
に
つ
い
て
」
な
ど
を
質

問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
を
求
め

た
。

　

定
例
会
開
会
前
の
6
月
9
日
、

議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合

で
、
議
会
運
営
委
員
会
の
中
継

が
で
き
な
い
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
ま
し
た
。
幸
い
、
定
例
会
ま

で
に
支
障
な
く
処
置
さ
れ
ま
し

た
が
、
市
民
へ
開
か
れ
た
議
会

を
継
続
す
る
た
め
に
、
こ
う
し

た
機
器
の
維
持
管
理
が
重
要
だ

と
、
本
定
例
会
で
あ
ら
た
め
て

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
定
例
会
で
は
「
市
民
の
声

を
、
真
っ
す
ぐ
に
市
政
に
」
を

信
条
に
、
生
活
の
中
か
ら
の
生

の
声
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、

市
の
子
ど
も
子
育
て
支
援
ニ
ー

ズ
調
査
か
ら
質
問
を
し
た
。

　

今
後
、
高
齢
化
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
、
少
子
化
対
策
な
ど
、

今
日
的
課
題
に
市
は
ど
の
よ
う

に
政
策
化
し
て
い
く
の
か
を
注

視
し
て
い
く
。

市議会ホームページで、本会議などの生中
継と過去の議会映像をご覧いただけます

市
民
・
前
進

市
政
ク
ラ
ブ
21

公
明
党

清　

新

日
本
共
産
党

少子高齢化が進む中、登別市のあるべき姿を真剣に討議！

　本市議会は、市民から選挙で選ばれた議員で構成
され、執行機関である市長との二元代表制のもとで
議決機関としての機能をはじめ市長が行う市政運営
に関する監視や政策提言の役割を持ち、それらの役
割と責任を踏まえ「協働のまちづくり」という理念
にのっとった議会運営をしています。

二元代表制の市議会

会
派
会
長　

山
口　

賢
治

幹
事
長　

工
藤
倶
二
雄

　
　
　
　
　

松
山　

哲
男　

高
橋　

正
美

　
　
　
　
　

天
神
林
美
彦　

成
田　

昭
浩

　
　
　
　
　

米
田
登
美
子　

二
瓶　

秀
幸

会
派
会
長　

沼
田　

一
夫

幹
事
長　

杉
尾　

直
樹

　
　
　
　
　

上
村　

幸
雄　

山
田　

新
一

　
　
　
　
　

佐
藤　

弘
子

会
派
会
長　

木
村　

純
一

幹
事
長　

村
井　

寿
行

　
　
　
　
　

木
村　

俊
子

会
派
会
長　

渡
辺　
　

勉

幹
事
長　

佐
々
木
久
美
子

会
派
会
長　

石
山　

正
志

幹
事
長　

鈴
木　

広
之

　平成26年第 2回定例会が 6月13日から24日までの12日間の会期で開催され、議案13件、諮問 4件、意見書案
8件などを審議し、すべて全会一致で原案どおり可決しました。
　各議員の一般質問の内容は35ページから、可決した案件は39ページにそれぞれ掲載しています。

34 議会だより でぃすかす



　

今
回
の
質
問
の
要
旨

は
、

●
登
別
市
の
平
成
27
年
・

平
成
37
年
の
人
口
は

ど
の
よ
う
に
推
移
し

て
い
く
と
思
わ
れ
る
か
。
ま
た
第
3
期
基

本
計
画
の
設
定
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ

る
の
か
に
つ
い
て
。

● 

仮
に
平
成
32
年
に
人
口
問
題
研
究
所
が
推

計
す
る
、
人
口
4
万
7
千
人
に
な
っ
た
場

合
、
将
来
税
収
の
減
少
が
ど
の
程
度
発
生

す
る
か
、
ま
た
高
齢
者
の
社
会
保
障
費
、

本
市
の
産
業
と
経
済
へ
の
影
響
は
ど
の
程

度
発
生
す
る
か
に
つ
い
て
。

● 

本
市
の
資
産
運
用
に
つ
い
て
も
人
口
動
態

の
変
化
に
伴
う
中
・
長
期
的
な
見
通
し
が

必
要
と
考
え
る
が
、
公
共
施
設
や
道
路
・

橋
梁
な
ど
の
効
果
的
な
活
用
、
維
持
管
理

な
ど
、
人
口
減
少
、
動
態
変
化
を
見
据
え

た
今
後
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て
。

● 

人
口
減
少
対
策
と
し
て
未
来
創
造
型
の
自

治
体
経
営
を
め
ざ
し
、
英
知
を
結
集
し
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
「
人
口
減

少
回
避
策
」
「
人
口
増
対
策
」
に
つ
い
て
。

　

こ
れ
ら
の
登
別
市
の
今
後
の
考
え
方
に
つ

い
て
質
問
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
主
産

業
で
あ
る
、
観
光
に
つ

い
て
観
光
客
の
状
況
や

そ
の
ニ
ー
ズ
分
析
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
の
今
後
の
観
光
戦
略
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
、
と
い
う
思
い
で
今
回

の
質
問
を
し
た
。

　

以
前
か
ら
の
課
題
と
し
て
旅
行
形
態
が

「
団
体
」
か
ら
「
個
人
」
へ
、
「
見
る
観
光
」

か
ら
「
体
験
す
る
観
光
」
へ
シ
フ
ト
し
、
多

様
化
し
て
い
る
の
に
、
市
と
し
て
の
対
応
に

課
題
が
あ
る
。
全
市
観
光
と
言
い
つ
つ
も
体

制
が
整
っ
て
い
な
い
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
今

回
「
観
光
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
構

築
支
援
事
業
」
を
登
別
観
光
協
会
へ
委
託
し

暫
定
2
年
の
事
業
で
あ
る
が
、
観
光
の
充
実

を
図
っ
た
と
の
こ
と
。

　

内
容
は
、
観
光
資
源
の
情
報
収
集
や
調
査
・

研
究
。
地
域
資
源
を
提
供
す
る
事
業
者
と
の

調
整
や
連
携
そ
し
て
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企

画
・
開
発
、
ツ
ー
ル
作
成
及
び
情
報
発
信
な

ど
で
あ
る
。
委
託
と
し
た
の
は
市
と
し
て
深

く
関
与
し
な
が
ら
民
間
と
の
連
携
を
強
く
し

て
、
さ
ら
な
る
観
光
客
増
や
活
性
化
を
意
図

し
た
と
の
こ
と
。
2
年
間
の
成
果
を
分
析
し

効
果
が
実
証
さ
れ
れ
ば
継
続
し
た
取
り
組
み

も
考
慮
す
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

質　

団
塊
の
世
代
が
75

歳
と
な
る
平
成
37
年
に

は
、
全
国
の
高
齢
化
率

は
30
・
3
％
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。
医
療
、
介

護
、
予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
が
切
れ
間

な
く
提
供
さ
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
が
安
心
し
て
続
け
ら
れ
る
よ

う
本
市
で
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

答　

本
市
の
高
齢
化
率
は
、
す
で
に
31
・
3

％
に
達
し
て
お
り
、
平
成
37
年
に
は
37
・
6

％
に
な
る
と
推
計
。
ま
た
支
援
が
困
難
な
事

例
や
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
は
地
域
ケ
ア
会

議
を
開
催
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す

る
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
な
ど
を
検

討
す
る
。

質　

現
金
主
義
の
公
会
計
は
単
年
度
の
お
金

の
出
入
り
だ
け
を
記
録
す
る
が
、
発
生
主
義
・

複
式
簿
記
に
基
づ
く
貸
借
対
照
表
を
見
れ
ば

資
産
や
負
債
の
状
況
が
分
か
る
。
「
新
地
方

公
会
計
」
に
お
い
て
複
式
簿
記
の
導
入
と
と

も
に
整
備
が
必
要
と
な
る
固
定
資
産
台
帳
の

有
無
に
つ
い
て
、
ま
た
複
式
簿
記
の
資
格
者

に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

答　

固
定
資
産
台
帳
は
な
い
が
今
後
、
国
か

ら
の
要
領
に
よ
っ
て
整
備
す
る
。
複
式
簿
記

は
関
係
職
員
に
実
務
研
修
を
受
講
す
る
機
会

を
提
供
す
る
。

　

高
い
比
率
で
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
、
で
き

る
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

全
市
的
な
小
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
活
動
の
拡
充
を
促
し
た
。
ま
た
要

支
援
者
へ
の
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布

の
考
え
と
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
認
知
症
徘
徊
者
救
済
事
業
な
ど
、
本
市
の

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
事
業
と
合
わ
せ
て
初
期
の

認
知
症
へ
の
支
援
体
制
、
リ
ン
ク
ワ
ー
カ
ー

制
度
の
導
入
を
提
案
し
た
。
情
報
キ
ッ
ト
は

迅
速
か
つ
適
切
な
救
命
活
動
が
で
き
、
さ
ら

に
個
人
情
報
の
外
部
流
出
の
危
惧
が
少
な
い

こ
と
と
、
地
域
支
援
事
業
へ
の
一
つ
の
ツ
ー

ル
と
し
て
導
入
に
つ
い
て
協
議
し
、
認
知
症

家
族
も
含
め
て
早
い
段
階
か
ら
の
総
合
的
支

援
環
境
づ
く
り
に
向
け
検
討
と
の
答
弁
が
あ

っ
た
。

　

ま
た
震
災
発
生
か
ら
3
年
が
経
過
し
被
害

の
軽
減
や
情
報
共
有
、
高
台
避
難
場
所
や
マ

ッ
プ
等
の
協
議
を
進
め
て
き
た
「
震
災
対
応

市
民
連
絡
会
議
」
に
代
わ
る
、
大
規
模
災
害

発
生
に
応
じ
た
市
民
連
絡
会
議
の
立
ち
上
げ

を
市
が
明
言
し
た
。

　

平
成
27
年
4
月
か
ら
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
の
施
行
に
向
け
て
、
ニ
ー
ズ
調

査
結
果
を
充
分
考
慮
し
、
子
供
達
の
健
全
育

成
の
環
境
づ
く
り
と
支
援
事
業
の
充
実
を
た

だ
し
た
。

人
口
減
少
に
つ
い
て

人
口
減
少
に
つ
い
て

  

木　

村　

純　

一

本
市
の
観
光
行
政
に
つ
い
て

本
市
の
観
光
行
政
に
つ
い
て

  

米　

田　

登
美
子

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・

  

新
地
方
公
会
計
に
つ
い
て

新
地
方
公
会
計
に
つ
い
て

木　

村　

俊　

子

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
に

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
に

  

つ
い
て

つ
い
て

佐　

藤　

弘　

子
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学
力
向
上
に
つ
い
て

北
海
道
と
し
て
は
、
道

内
の
子
ど
も
た
ち
の
学

力
は
今
ま
で
全
国
平
均

を
下
回
り
上
位
県
と
比

べ
て
低
い
状
況
が
続
い
て
い
た
が
、
現
在
子

ど
も
た
ち
の
基
礎
学
力
に
は
改
善
の
兆
し
が

見
え
つ
つ
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
子
ど
も
た
ち
は
本
市

に
と
っ
て
も
、
国
に
お
い
て
も
か
け
が
え
の

な
い
宝
で
あ
る
。
機
会
均
等
を
旨
と
す
る
義

務
教
育
の
趣
旨
を
踏
ま
え
れ
ば
、
生
ま
れ
育

っ
た
環
境
に
よ
っ
て
、
学
力
に
大
き
な
差
が

つ
く
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
想
い
か
ら
、
本
市
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
学
力
が
全
道
的
に
見
て
ど
の

よ
う
な
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
学
力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
、
そ

の
目
標
を
ど
う
定
め
て
い
る
の
か
を
た
だ
し

た
。

　

本
市
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
の
現
状
は
、

小
・
中
学
校
と
も
に
、
ほ
ぼ
全
道
平
均
に
近

い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
新
た
に
学
習
指
導
員

を
配
置
し
、
登
別
版
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
や

学
習
の
手
引
き
を
作
成
し
た
ほ
か
、
放
課
後

を
活
用
し
た
学
習
教
室
の
実
施
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
な
ど
、
取
り
組
み
を
展
開
す
る

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

高
齢
化
率
が
年
々
高

く
な
り
、
本
市
は
31
・

3
％
の
今
、
車
社
会
が

当
た
り
前
だ
が
、
車
を

持
た
な
い
市
民
も
増
え
、

徒
歩
で
出
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
買
い
物

弱
者
が
増
え
て
い
る
。
大
型
店
の
出
店
に
伴

い
、
身
近
な
小
売
店
の
閉
店
も
相
次
ぎ
、
弱

者
に
と
っ
て
不
便
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
市
は
地
域
の
買
い
物
弱
者
対
策
を
含
め

た
ま
ち
づ
く
り
政
策
を
も
ち
、
進
出
す
る
大

型
店
に
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像

の
視
点
を
も
っ
た
上
で
、
要
望
す
べ
き
こ
と

は
市
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
し
っ
か
り
と
進

出
企
業
に
対
応
す
べ
き
と
た
だ
し
た
。

　

土
壌
汚
染
問
題
で
は
、
調
査
中
の
市
有
地

の
元
地
主
は
当
時
の
新
日
鐵
室
蘭
製
鉄
所
で

あ
り
、*

ス
ラ
グ
の
埋
め
立
て
時
期
は
不
明

と
の
こ
と
。
調
査
中
の
9
区
画
中
5
区
画
が

基
準
値
を
越
え
て
い
て
も
安
全
で
あ
る
こ
と

の
根
拠
と
専
門
家
の
判
断
に
つ
い
て
は
安
全

基
準
の
紹
介
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
、
ス
ラ

グ
を
路
盤
材
、
土
壌
改
良
材
と
し
て
市
が
認

識
し
て
い
た
。
市
内
に
は
、
埋
め
立
て
地
も

多
く
、
不
安
に
思
う
市
民
の
声
も
あ
り
、
埋

め
立
て
地
の
情
報
を
広
く
市
民
に
求
め
る
こ

と
。
市
と
し
て
専
門
家
や
環
境
条
例
に
基
づ

く
市
民
の
声
を
聞
く
べ
き
で
あ
る
と
求
め
た
。

　

今
回
の
定
例
会
の
質

問
の
一
つ
と
し
て
、
登

別
地
区
の
大
型
店
系
列

店
舗
進
出
に
つ
い
て
は
、

地
元
商
店
会
な
ど
関
係

各
ジ
ャ
ン
ル
の
経
営
者
と
の
意
見
交
換
を
す

る
べ
き
と
提
案
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、
現
段
階
に
お
け
る
取
得
条

件
や
規
模
、
物
販
内
容
な
ど
に
つ
い
て
答
弁

が
あ
り
、
地
元
商
店
会
に
対
し
て
、
情
報
提

供
を
実
施
し
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
地
元
商
店
主
に

お
い
て
は
、
死
活
問
題
に
も
成
り
か
ね
ず
、

地
元
住
民
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
お
互
い
に

す
み
分
け
を
し
て
、
活
性
化
を
推
進
す
べ
き

だ
と
捉
え
、
ぜ
ひ
、
意
見
交
換
を
す
る
よ
う

強
く
申
し
入
れ
を
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
法
律
に
基
づ
く
周
辺
住
民

へ
の
説
明
会
の
実
施
が
義
務
付
け
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
意
見
交
換
を
目
的
と
し
た

仮
称
登
別
地
区
商
店
会
振
興
協
議
会
を
設
置

す
る
予
定
は
な
い
が
、
市
有
地
を
活
用
し
た

事
業
な
の
で
、
詳
細
な

事
業
計
画
な
ど
に
つ
い

て
は
、
本
契
約
締
結
前

に
地
元
町
内
会
や
登
別

地
区
商
店
会
へ
情
報
提

供
の
際
に
、
意
見
を
伺

う
予
定
で
あ
る
と
い
う

市
長
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　

本
市
で
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
、

そ
の
中
で
「
あ
な
た
が

登
別
市
に
望
む
子
育
て

支
援
策
で
何
を
望
み
ま
す
か
」
と
の
問
い
で
、

就
学
前
を
対
象
と
し
た
調
査
で
一
番
多
か
っ

た
の
が
「
幼
稚
園
・
保
育
所
の
無
償
化
」
で

60
・
4
％
。
次
に
多
か
っ
た
の
が
「
医
療
費

の
免
除
拡
大
」
で
51
・
１
％
。
小
学
生
対
象

の
調
査
で
は
「
医
療
費
の
免
除
拡
大
」
が
65
・

１
％
で
最
も
多
か
っ
た
。
保
護
者
が
経
済
的

な
支
援
を
望
ん
で
い
る
結
果
だ
と
考
え
る
。

　

ま
た
北
海
道
の
助
成
制
度
に
上
乗
せ
し
て

助
成
拡
充
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
は
半
分
以

上
と
な
っ
て
い
る
。
例
を
挙
げ
る
と
北
斗
市

の
人
口
は
、
本
市
よ
り
若
干
少
な
い
が
、
子

育
て
支
援
と
し
て
医
療
費
助
成
拡
大
対
象
を

高
校
生
ま
で
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
む
か
わ
町
で
は
、
子
育
て
世
帯

へ
の
医
療
費
事
業
と
地
域
の
経
済
循
環
事
業

を
結
び
つ
け
た
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
北
斗
市
や
む
か
わ
町
の
先
進
事
例
を

示
し
な
が
ら
、
ぜ
ひ
本
市
で
も
段
階
的
な
医

療
費
助
成
拡
大
を
行
う
べ
き
と
考
え
を
た
だ

し
た
。

　

市
で
は
財
政
負
担
を
考
え
た
場
合
に
な
か

な
か
そ
の
実
施
に
つ
い
て
は
難
し
い
と
の
答

弁
で
あ
っ
た
。

義
務
教
育
の
学
力
向
上
の

義
務
教
育
の
学
力
向
上
の

  

推
進
に
つ
い
て

推
進
に
つ
い
て

村　

井　

寿　

行

声
な
き
声
を

声
な
き
声
を

  

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て

渡　

辺　
　
　

勉

登
別
地
区
大
型
店
進
出
に
伴
う

登
別
地
区
大
型
店
進
出
に
伴
う

  

協
議
会
に
つ
い
て

協
議
会
に
つ
い
て

山　

口　

賢　

治

子
ど
も
の

子
ど
も
の

  

医
療
費
助
成
に
つ
い
て

医
療
費
助
成
に
つ
い
て

佐
々
木　

久
美
子
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平
成
26
年
第
2
回
臨
時
会
が
4
月

22
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は

① 

「
登
別
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
」

② 

「
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

に
つ
い
て
」

③ 

「
あ
ら
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

に
伴
う
町
の
区
域
の
変
更
に
つ
い

て
」

　

3
件
す
べ
て
全
会
一
致
で
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
総
務
・
教
育
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
議
案
5
件

に
つ
い
て
、
6
月
13
日
に
資
料
要
求
の
た
め
の
委
員
会
を
開
催

し
、
6
月
19
日
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
は

① 

登
別
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

② 

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

③ 

工
事
請
負
契
約
（
防
災
行
政
無
線
の
整
備
工
事
）
に
つ
い
て

④ 

財
産
の
取
得
（
高
規
格
救
急
自
動
車
更
新
）
に
つ
い
て

⑤ 

財
産
の
取
得
（
消
防
緊
急
通
信
指
令
装
置
更
新
）
に
つ
い
て

　

今
回
は
特
に
消
防
や
防
災
に
関
係
す
る
議
案
が
多
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
議
案
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
第
3
回
臨
時
会
が
6
月

6
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
「
登
別
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
」
で

あ
り
、
歳
出
の
内
容
に
つ
い
て
は

① 

認
知
症
介
護
を
中
心
と
し
た
介
護

人
材
育
成
事
業
費

② 

地
域
と
連
携
し
た
在
宅
支
援
サ
ー

ビ
ス
人
材
育
成
事
業
費

③ 

登
別
の
観
光
を
担
う
人
材
育
成
事

業
費

（ 

①
〜
③
は
緊
急
雇
用
創
出
推
進
事

業
・
地
域
人
づ
く
り
事
業
補
助
金

を
活
用
）

④ 

生
活
保
護
運
営
対
策
経
費

⑤ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
推

進
事
業
費

で
あ
り
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

現
在
「
登
別
市
第
3

期
基
本
計
画
」
が
行
政

と
市
民
一
体
と
な
り
、

再
来
年
春
に
向
け
策
定

作
業
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
本
市
に
お
い
て
は
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
が
進
む
中
、
多
く
の
老
朽
し

た
公
共
設
備
や
建
物
を
抱
え
、
ほ
か
の
自
治

体
と
比
較
し
て
財
政
的
困
難
が
多
い
現
状
も

あ
り
ま
す
。

　

議
員
提
案
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
「
中
小
企

業
地
域
経
済
振
興
基
本
条
例
」
に
の
っ
と
り

市
内
経
済
活
性
化
に
向
け
て
の
活
動
も
活
発

に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
、
企

業
各
社
は
日
々
苦
悩
し
努
力
を
続
け
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
大
綱
3
件
に
つ
い
て

① 

自
動
車
関
連
事
業
者
の
保
護
の
た
め
、
市

公
用
車
の
購
入
や
保
守
整
備
方
針
に
つ
い

て
② 

施
設
や
道
路
の
老
朽
化
対
策
や
安
全
適
正

な
利
用
を
踏
ま
え
た
整
備
計
画
の
推
進
が

重
要
と
し
、
市
道
川
上
路
線
の
安
全
整
備

や
川
上
公
園
及
び
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

③ 

健
康
増
進
や
管
理
・
検
査
事
業
を
進
め
、

登
別
市
民
が
健
康
長
寿
で
い
ら
れ
る
よ
う

に
と
の
思
い
か
ら
、
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
な
ど

の
が
ん
対
策
や
よ
り
若
い
方
へ
の
各
種
検

診
施
策
の
実
施
に
つ
い
て

質
問
や
提
言
を
し
ま
し
た
。

子
孫
に
誇
れ
る
・
子
孫
が
誇
れ
る

子
孫
に
誇
れ
る
・
子
孫
が
誇
れ
る

  

登
別
の
為
に
！

登
別
の
為
に
！

杉　

尾　

直　

樹

一 般 質 問一 般 質 問

平成26年第3回臨時会
地域人づくり事業などを可決

平成26年第2回臨時会
登別市税条例等の一部改正などを可決

総
務
・
教
育
委
員
会
（
付
託
案
件
審
査
）

市民の安全に係る審査多数！

▲消防緊急通信指令システムのイメージ図

▲ 現在使用している
消防緊急通信指令
システム
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委 員 会 だ よ り委 員 会 だ よ り
　

次
期
の
議
員
定
数
が
決
ま
り
、
活
動
計

画
に
掲
げ
る
11
項
目
に
つ
い
て
協
議
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
議
会
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
活
用

な
ど
を
考
え
、
「
模
擬
議
会
」
形
式
で
、

市
内
の
2
高
校
の
生
徒
と
専
門
学
校
生
が

「
議
員
」
と
な
り
、
問
題
提
起
や
提
案
な

ど
を
行
い
、
議
員
が
「
理
事
者
」
と
な
り

答
弁
を
す
る
進
行
で
、
11
月
開
催
の
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
協
議
事
項
と
し
て
政

務
活
動
費
で
は
、
新
人
議
員
の
充
実
し
た

研
修
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
調
査
・
検
討

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
正
・

副
議
長
任
期
や
、
実
効
性
の
あ
る
議
会
か

ら
の
政
策
提
案
の
あ
り
方
、
議
会
基
本
条

例
に
基
づ
く
委
員
会
活
動
と
議
員
活
動
の

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
作
成
な
ど
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、
年
間
計
画
書
に
基
づ

き
、
道
内
先
進
地
の
視
察
、
消
防
に
関
す

る
勉
強
会
、
市
民
団
体
・
指
定
管
理
業
者

と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
秋
に
公
募
に
よ
り
2
名
が
新

た
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
3
名
体

制
と
な
っ
た
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
と
今
後
の

意
見
交
換
の
方
向
性
に
つ
い
て
話
し
、
積

極
的
に
懇
談
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
教
育
委
員
会
に
お
い
て
不
適
切

な
事
務
処
理
が
発
覚
し
た
こ
と
を
受
け
、

実
態
調
査
の
上
、
委
員
会
で
の
協
議
を
幾

度
も
重
ね
、
再
発
防
止
に
向
け
て
の
提
言

を
含
め
た
報
告
書
を
議
長
に
提
出
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
議
長
は
同
報
告
書
を
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

登
別
市
の
高
齢
化
率
は
、
本
年
6
月
末

現
在
で
、
31
・
3
％
と
な
り
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、

4
月
28
日
、
若
草
町
2
丁
目
に
建
設
さ
れ

た
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
わ
か
く
さ
」

が
竣
工
式
と
開
所
式
を
迎
え
ま
し
た
。
当

委
員
会
か
ら
は
、
5
名
の
委
員
が
出
席
し

て
施
設
内
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
「
社
会
福
祉

法
人
友
愛
会
」
が
運
営
す
る
10
ユ
ニ
ッ
ト

100
室
の
施
設
で
、
さ
わ
や
か
公
園
に
隣
接

し
住
宅
街
に
建
つ
市
内
2
か
所
目
の
施
設

で
す
。
こ
の
施
設
の
開
所
に
よ
り
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
の
約
半
数
が

入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

当
委
員
会
は
、
5
月
14
日
に
所
管
事
務

調
査
の
た
め
、
市
内
の
各
施
設
の
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

視
察
場
所
は

•
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
に
モ
デ
ル
設
置
の
水

循
環
式
水
洗
ト
イ
レ

•
市
内
4
か
所
あ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設

•
温
泉
地
区
に
設
置
の
環
境
負
荷
低
減
型

融
雪
シ
ス
テ
ム

•
日
本
工
学
院
内
の*

サ
イ
ネ
ー
ジ

•
地
獄
谷
遊
歩
道

•
札
内
町
の
シ
カ
肉
処
理
場
施
設

な
ど
、
各
施
設
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
受

け
現
地
調
査
を
終
え
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
議
会
だ
よ
り
「
で
ぃ

す
か
す
」
と
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
併
用

し
な
が
ら
、
議
会
活
動
の
発
信
に
努
力
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
市
民
と
の

意
見
交
換
会
な
ど
で
の
「
議
会
、
議
員
の

活
動
や
考
え
が
見
え
な
い
」
と
の
ご
意
見

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
室
蘭
民
報
社
か
ら

講
師
を
招
き
「
読
ん
で
も
ら
え
る
紙
面
づ

く
り
」
の
た
め
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

内
容
は
、
5
Ｗ
１
Ｈ
や
句
読
点
な
ど
の

基
本
的
な
こ
と
か
ら
、
見
出
し
や
リ
ー
ド

文
の
重
要
性
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
有
意

義
な
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
印

象
に
残
っ
た
の
は
「
議
案
の
紹
介
や
質

問
・
答
弁
内
容
で
は
な
く
、
議
員
個
人
の

思
い
を
前
面
に
出
す
こ
と
」
で
し
た
。
今

回
の
勉
強
会
を
踏
ま
え
、
委
員
会
と
し
て

さ
ら
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

総
務
・
教
育
委
員
会

生
活
・
福
祉
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

＊サイネージとは： 液晶ディスプレイなどを利用して映像やメッセージを表示する装置。看板やポスターなどを電子化したもの。

▲総務・教育正副委員長が調査報告書を議長へ提出する様子

▲シカ肉処理場見学の様子

▲室蘭民報社から講師を招き開催した勉強会の様子
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主な議会活動状況（平成26年 4 月～ 6月）
日 曜日 行　　　事
４月
4 金 議会だより編集委員会
9 水 第 4回会派会長会議
10 木 生活・福祉委員会
11 金 総務・教育委員会

14 月 議会だより編集委員会
観光・経済委員会

16 水 議会運営委員会

22 火
平成26年第 2回登別市議会臨時会
生活・福祉委員会
総務・教育委員会

５月
13 火 総務・教育委員会
14 水 観光・経済委員会
16 金 議会運営委員会
27 火 観光・経済委員会
29 木 生活・福祉委員会
６月
2 月 生活・福祉委員会
3 火 議会運営委員会
4 水 総務・教育委員会

5 木
平成26年第 2回定例会議案説明
正副委員長会議
第 5回会派会長会議

6 金 平成26年第 3回登別市議会臨時会
9 月 議会運営委員会

13 金

平成26年第 2回定例会本会議「諸報告、議案提案
説明、委員会付託又は省略」
予算・決算委員会（補正予算審査）
総務・教育委員会
第 6回会派会長会議

16 月 本会議「一般質問」
17 火 本会議「一般質問」
18 水 本会議「一般質問」
19 木 総務・教育委員会
20 金 予算・決算委員会（補正予算審査）

23 月 議会運営委員会
議会だより編集委員会

24 火 平成26年第 2回定例会本会議最終日「諸報告、残
余議案」

25 水 議会運営委員会

平成26年第 2回定例会で可決した案件
【報告】
○予算・決算委員会の審査結果について
○総務・教育委員会の審査結果について
○例月出納検査の結果に関する報告について

【議案】
○登別市火災予防条例の一部改正について
○ 登別市下水道条例及び登別市個別排水処理施設条例の一部改正
について

○登別市営住宅条例の一部改正について
○登別市手数料条例の一部改正について
○北海道市町村総合事務組合規約の一部変更について
○市道路線の認定について
○市道路線の変更について
○工事請負契約について
○財産（高規格救急自動車）の取得について
○財産（消防緊急通信指令装置）の取得について
平成26年度補正予算
○平成26年度登別市一般会計補正予算（第 3号）について
○ 平成26年度登別市介護保険特別会計補正予算（第１号）につい
て

○平成26年度登別市水道事業会計補正予算（第 2号）について

【意見書】
○ 道教委「新たな高校教育に関する指針」の見直しと地域や子ど
もの実態に応じた高校づくりの実現を求める意見書について

○ 義務教育費国庫負担制度堅持・負担率 2分の１への復元、「30
人以下学級」の早期実現、就学保障充実など2015年度国家予算
編成における教育予算確保・拡充に向けた意見書について

○地方財政の充実・強化を求める意見書について
○過労死等の防止に関する総合的な対策を求める意見書について
○ 労働者派遣法改正及び労働時間上限撤廃などの労働制改正に反
対する意見書について

○ ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書
について

○「手話言語法（仮称）」の制定を求める意見書について
○中小企業の事業環境の改善を求める意見書について

【諮問】
○人権擁護委員の候補者（永井延和氏）の推薦について
○人権擁護委員の候補者（中山晃一氏）の推薦について
○人権擁護委員の候補者（福川喜衍氏）の推薦について
○人権擁護委員の候補者（髙橋敏夫氏）の推薦について

【推せん】
○登別市農業委員会委員（成田昭浩議員）の推薦について

議会サポーター制度について議会サポーター制度について

常任委員会 氏名（敬称略） 任　期

総務・教育委員会
瀧　川　正　義（新生町在住）平成28年 3 月31日まで
守　屋　　　聡（富岸町在住）平成27年10月23日まで
須　田　諒　子（新生町在住）平成27年10月23日まで

生活・福祉委員会
田　中　秀　治（登別東町在住）平成28年 3 月31日まで
和　泉　　　薫（若草町在住）平成27年10月23日まで
築　田　浩　一（若草町在住）平成27年10月23日まで

観光・経済委員会 西　尾　拓　也（若山町在住）平成27年10月23日まで

　

で
ぃ
す
か
す
の
紙
面
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
か
ら
2
度
目
の
発

行
と
な
り
ま
し
た
。
7
名
の

メ
ン
バ
ー
が
市
民
の
皆
さ
ん

に
少
し
で
も
議
会
の
こ
と
を

分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る

よ
う
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

紙
面
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
ご
要
望
を
、
ぜ
ひ

議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

（
寿
）

編
集
後
記

編
集
後
記

次回の第 3回定例会は 9月 5日からの予定です。

※議会・常任委員会活動、会派視察などを掲載しています。

　登別市議会基本条例には、さまざまな市民の意見を把握するた
め、委員会活動の一環として市民との意見交換の場を設けること
や、直面する重要課題などに対応するため、専門的知見を有する
市民に議会サポーターとしての協力を仰ぐことを定めています。
　現在、次の方が議会サポーターとして登録されています。

登別市議会事務局　☎85－9220
メールアドレス gikai@city.noboribetsu.lg.jp

39 議会だより でぃすかす
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北海道いぶりロングライド2014－オロフレ峠チャレンジin登別－
9     /7日登別温泉や洞爺湖温泉を有する胆振地域で、

初の開催となるロングライドサイクリングイベント！

日時
　9月7日㈰　6時スタート
対象
　●18歳以上の健康な方で、規定時間内での完走が可能な方
　　（未成年者は保護者の同意が必要です）
　●標高1,000㍍級の峠越えができる、または100㌔㍍を超え
　　るロングライドの経験がある中級者以上のレベルを有す
　　る方（初心者の方の参加はご遠慮ください）
定員　250人（申し込み順）
参加料　１万3,000円
申し込み　8月8日㈮までに、ウェブ、携帯電話サイト、
　　　　　払込取扱票のいずれかで申し込み
詳しくは同イベントのホームページをご覧ください

コース　92㌔㍍

スタート

登別伊達時代村

オロフレ峠

そうべつ情報館ｉ

壮瞥町東湖畔

とうや水の駅

洞爺湖町噴水広場

昭和新山手前～北の湖記念館前

東関内

道の駅『だて歴史の杜』

ゴール

獲得標高　878㍍

イベント当日の通行止めのお知らせ
①道道洞爺湖登別線（カルルス町ゲート付近～オロフレ峠） 
　 ▼時間　6時30分～8時20分（壮瞥町方面に向かう車線のみ通行止め） 
②道道洞爺虻田線（とうや水の駅付近（洞爺湖町洞爺町）
　～国道230号合流点（洞爺湖町洞爺湖温泉）） 
　 ▼時間　9時～11時（両方向の車線とも通行止め）

参加申し込み
エントリーセンター

（☎011－622－1100）

イベントの問い合わせ
同イベント実行委員会
（政策秘書グループ内・

 ☎85１０３０）

　この大会は、サイクリングを通じて胆振のもつさまざ
まな地域の魅力を発信し、サイクリングの楽しさを紹介
していくことを目指しています。

イン

◎炎の陣・伊達武者山車パレード

▼日時　 8月 2日㈯18時30分～

▼  場所　ＪＲ伊達紋別駅前～市役所
◎魂の陣
•武者行列

▼日時　 8月 3日㈰12時～

▼場所　伊達小学校～市役所
•弓隊演武・武者行列 

▼日時　 8月 3日㈰13時～

▼  場所　だて歴史の杜カルチャーセ
ンター

▼  問い合わせ　同まつり実行委員会
事務局（☎ 0 1 4 2 ㉓ 3 3 3 1 ）

2014年元気まち
しらおい港まつり

開拓の歴史と伝統を受け継ぐ
第40回伊達武者まつり

　町制施行60周年。節目の『産業ま
つり』として白老町を代表する『海
産物』を中心に、『海食（海鮮）』、
『山食（白老牛）』など豊かな食を
提供し、『食材王国しらおい』の魅
力を発信します。
　同時に北海道カレーサミットｉ

イ ン

ｎ
しらおいも開催します。

▼日時　 8月23日㈯17時～21時
　　　　　　24日㈰ 9時～17時

▼場所　白老港インカルミンタル

▼  問い合わせ　同まつり実行委員会
（白老町商工会内・☎0144822775）

広報写真で振り返る
昭和の室蘭

　広報むろらん1,000号記念の企画
展を開催します。
　室蘭市が広報紙を発行してから、
平成26年 7 月号で1,000号を迎えま
した。昭和30年代から60年代までの
広報で記録した写真とともに、当時
の街並みや行事などを振り返ります。

▼  日時　 9月23日㈫までの10時～16
時

▼場所　室蘭市民俗資料館

▼入館料　無料

▼問い合わせ　室蘭市民俗資料館
 （☎59 4 9 2 2 ）


